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Ⅰ 序論

1）問題の背景

旅行ガイドブックを観光研究という分野の中で

捉えてみると，逆説的という言葉が想起される．

どの旅行者も何らかの形で旅行ガイドブックとい

うメディアを利用する（あるいは利用してきた）

ことから，旅行という実践について考える上で旅

行ガイドブックが無視できない材料であることは

否定できない．そうであるにもかかわらず，観光

研究において，旅行ガイドブックが十分に研究対

象として位置付けられてきたとは言い難い．

たとえば手元にある観光研究の辞典や用語集を

取ると，「ガイドブック」そのものを事項にして
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Abstract: Although surprisingly very limited number of tourism studies have so far been

made at analysis of travel guidebooks, earlier studies have showed two tendencies: One is tex-

tual approach, which focuses on its discourse and representation. The other is individualist

approach, which deals with ether guidebooks for a specific geographic area or a specific

guidebook series. To the contrary, this paper, treating travel guidebooks as a media, analyzes

the comprehensive range of overseas travel guidebooks, 6906 volumes of 212 series, which

have been published in Japan from 1964 to 2008. Some of the results from the analysis are:

similarity between the numbers of travel guidebooks and the ones of Japanese overseas travel-

ers, the bias for nation-state in destination, and diversification of destination.
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いるものは限られていることが分かる．『現代観

光学キーワード事典』（前田，1998）には「旅行
案内書」という項目があるが，『観光学辞典』（長

谷，1997）や『観光・旅行用語辞典』（北川，
2008）では，有名なガイドブック・シリーズの創
始者や「旅行用心集」などの個別事例しか紹介さ

れていない．ここには，観光研究における旅行ガ

イドブックの位置づけが端的に現れていると言

える．

しかしながら，もちろん旅行ガイドブックがま

ったく無視されてきたというわけではなく，旅行

ガイドブックを取り上げる研究が徐々に蓄積され

つつあることもたしかである．とくに，旅行ガイ

ドブックの記載内容に注目する研究はけっして珍

しいものではない．たとえば，「Lonely Planet」
シリーズの 1993年インド版の表象を論じる Bhat-
tacharyya（1997）や，18世紀の英国のガイドブ
ックを資料の一部として用いる橋本（2007）など
がある．また観光研究に限らない範囲にまで視野

を広げると，最近のものでは中欧諸都市の観光名

所を扱う加賀美（2008）や加賀美（2009）を挙げ
ることができる．こうしたアプローチは，旅行ガ

イドブック上に表れた文章や図表，つまりテクス

トを分析の対象に据えるという点で，テクスト論

的なものと呼ぶことができる．

一方，テクスト論的なアプローチと異なるもう

一つのアプローチがメディア論的なものである．

このアプローチでは，個々の旅行ガイドブックの

内容よりも，むしろガイドブックというジャンル

自体に焦点を合わせ，旅行記や絵葉書，写真集，

映画やレコード・ CDなど他の媒体とともに，メ
ディアという範疇の中で旅行ガイドブックが分析

されている．

そこではとくに，旅行ガイドブックというメデ

ィアが旅行者の「現実」を構成する機能が強調さ

れることが多い．たとえば，ブーアスティンは

「擬似イベント」論の中でガイドブックに触れて

いるし（ブーアスティン，1964），アーリも「観
光のまなざし」が現出する場として，ハガキなど

の他のメディアとともにガイドブックに言及して

いる（アーリ，1995）．
日本におけるメディア論的な研究は，中川

（1979）のような例もあるが，主に社会学やカル
チュラル・スタディーズの分野でなされてきた．

山口（2007）は，日本で出版されたグアムに関す
る旅行ガイドブックの分析に一章を割き，記載内

容やサイズ，日本語以外の旅行ガイドブックとの

比較など，多様な角度から考察している．また，

山口・山口（2009）は，日本の海外旅行ガイドブ
ックにおいて無視することができない『地球の歩

き方』の歴史に関する文献であり，日本の「海外

旅行」の歴史について知識を深める上でも非常に

興味深い内容となっている．

旅行ガイドブックだけではなく複数のメディア

も含めた研究として考えるならば，ハワイの研究

を挙げる必要があろう．たとえば山中（1993）や
山中（1996）では，ハワイの観光イメージにおけ
るメディアの役割が論じられており，とくに（山

中，1992）では，「観光産業とそれと結託したメ
ディア産業による支配」（山中，1992： 3）に注
目し，「観光メディア産業複合体」という考え方

からハワイの観光イメージの生成・移り変わりに

ついて論じている．また矢口（2002）も，映画や
ガイドブックを例に日本からのハワイ観光の変遷

について論じている．

こうした先行研究について，大きく三つの傾向

を指摘することができよう．第一が，デスティネ

ーションやシリーズに関する個別的な傾向であ

る．ほとんどの先行研究は，個別の地域を対象に

した旅行ガイドブックか，個別のガイドブック・

シリーズを対象に据えている．いいかえれば，特

定の地域やシリーズに限らない旅行ガイドブック

一般に関する研究はほとんどない．数少ない例外

として，海外旅行を実践してきた者の立場からメ

ディアとしての旅行ガイドブックの展開を論じた

前川（2003）を挙げることができよう．
第二がテクスト論偏重の傾向である．この傾向

は，とくに観光研究に言えるものである．たしか

に，先行研究の多くは，多かれ少なかれテクスト

論とメディア論双方のアプローチを含んでいる．

けれども，当該の地域を主題に掲げるガイドブッ

クの出版数や件数といった，メディアとしての在

り様も考察の射程に取り込んだり，あるいは，先

述の前川（2003）のように，他メディアとの比較
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を視野に入れて旅行ガイドブックについて論じる

研究を挙げることはけっして容易ではない．メデ

ィア論的なものに重点を置く研究の方が少数派に

なるという指摘は否定できないであろう．ただし，

旅行ガイドブックの出版や流通の状況が考察され

にくいという傾向は，旅行ガイドブックが本質的

に持つ性格に起因するとも考えられる．この性格

については次章で論じたい．

第三が地域向け偏重の傾向である．この問題は，

旅行ガイドブックに地域名が記載されていること

を前提にする本稿では議論の対象に含まないもの

であるが，是非指摘しておきたい．旅行ガイドブ

ックを，旅行者に一般的で実際的な情報を提供す

ることを目的にするものと特徴づけるのであれ

ば，そこには，現に出版・流通してきた，地域を

限定しない旅行マニュアル本的なものも含まれる

べきであろう．けれども，旅行ガイドブックが研

究対象になる場合，ある地域のガイドをするもの

が中心になってくる．この傾向は，観光研究の問

題系が特定の場所を軸に構成されていることを示

唆するものとも感じられ，それ自体が興味深い考

察対象となっている．

2）目的と意義，本稿の構成

以上の現状をふまえ，上記三つのうちの第一点

と第二点の傾向によって看過されてしまう部分を

補うために，本稿では，日本社会で出版されてき

た海外旅行用のガイドブック一般について論じて

みたい．つまり，日本社会，より正確にいえば日

本語圏という個別的領域の中で海外旅行ガイドブ

ック一般を扱う，というのが本稿の立場である．

具体的には，海外旅行用のガイドブック全体の

傾向を明らかにし，また，デスティネーションと

して選び出される地域にどのような単位が多く，

かつ，どのような地域が好まれてきたのかなどの

問題を明らかにし，そうすることで，ガイドブッ

クというメディアの中で，海外旅行の「海外」が

どのようなものとして生産されてきたのかについ

て論じる 1）．

本稿の対象は，海外渡航自由化後に出版された

海外旅行ガイドブックのうち，シリーズ化された

もの一般に定めているが，さらにその中でも地域

名が特定できるものに限定し，個々のガイドブッ

クに記載された地域名の分析を試みる．たとえて

言うならば，本稿は，一冊の旅行ガイドブックを

一人の旅行予定者と見立て，6906件の人々（旅
行ガイドブック）を対象に，希望する訪問先（ガ

イドブックの記載地名）についてのアンケート調

査を行ったようなものである．対象となった全て

のガイドブック・シリーズは表 1に示している．
ただし，この「アンケート調査」は複数回答可

である．ガイドブックには一つの地域を扱うもの

だけではなく，たとえば「シンガポールとマレー

シア」というタイトルに見られるように，一冊の

中で複数の地域を取り上げるものも少なくない．

この場合，シンガポールとマレーシアそれぞれに

「一票」が投じられることになる．このように，

ガイドブックに記載された地域の数をカウント

し，どの地域に人気があったのか，その特徴や推

移について論じたいと思う．

本稿の意義として次のような可能性を指摘でき

る．第一に，現代日本社会における海外旅行ガイ

ドブックを総体として扱う本稿が，海外旅行ガイ

ドブックという研究対象の全体的な姿をある程度

まで提示し，個々の旅行ガイドブックを比較研究

する際の参照点となることが期待できる．また，

第二点目として，本稿がアウトバウンド・ツーリ

ズムの量や質を計るためのもう一つのパースペク

ティブとなる可能性を指摘できる．日本のアウト

バウンド・ツーリズムの概説書や報告書では，そ

の全体像を示す尺度として旅行者数が引用される

ことが一般的である．しかし，メディアが旅行実

践に多大な影響をもたらすことからすれば，メデ

ィアという観点からもツーリズムの規模や特性が

明らかにされる必要がある．また，そういった作

業によって他地域（あるいは他のメディア圏）と

の比較やエスニック・メディアとしての旅行ガイ

ドブックの考察も可能になってくる．本稿には，

こうした試みに対して一定の貢献を果たすことが

期待できる．

最後に本稿の構成について簡単に述べたい．ま

ず次章では，本稿でいう「旅行ガイドブック」に

ついて，いくつかの特徴を挙げることで大まかな

定義を行い，国立国会図書館のオンライン蔵書目
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表
1
本
研
究
で
調
査
対
象
と
し
た
シ
リ
ー
ズ
の
一
覧
（
シ
リ
ー
ズ
開
始
年
順
）

番
号

シ
リ
ー
ズ
名

出
　
版
　
社

開
始
年
～
終
了
年

20
08
年
ま
で
の

調
査
対
象

調
査
対
象

タ
イ
ト
ル
の
例

出
版
点
数

点
数

の
出
版
期
間

1
外
国
旅
行
案
内
，
世
界
旅
行
案
内

日
本
交
通
公
社
，日
本
交
通
公
社
出
版
事
業
局

19
52
～
19
77

11
5

19
64
～
19
77

2
JT
B
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

日
本
交
通
公
社

19
63
～
19
69

8
6

19
64
～
19
69

3
世
界
の
旅
：
座
右
宝
刊
行
会

小
学
館
，
河
出
書
房
新
社

19
64
～
19
72

52
52

19
64
～
19
72

4
山
渓
カ
ラ
ー
ガ
イ
ド

山
と
溪
谷
社

19
66
～
19
80

87
4

19
69
～
19
78

5
ブ
ル
ー
ガ
イ
ド
海
外
版

実
業
之
日
本
社

19
66
～
19
89

58
57

19
66
～
19
89

6
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
ハ
ン
デ
ィ
ガ
イ
ド
／
世
界
の
都
市

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
社

19
68
～
19
69

8
8

19
68
～
19
69

7
パ
ン
・
ト
ラ
ベ
ル
・
ガ
イ
ド

パ
ン
・
ニ
ュ
ー
ズ
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル

19
69
～
19
83

32
31

19
69
～
19
83

8
H
ak
ur
yo
sh
a 
ov
er
se
as
 tr
av
el
 s
er
ie
s

白
陵
社

19
70
～
19
73

12
9

19
70
～
19
73

9
世
界
の
旅
：
国
際
情
報
社

国
際
情
報
社

19
70
～
19
72

20
20

19
70
～
19
72

10
ト
ラ
ベ
ル
ブ
ッ
ク
ス

世
界
文
化
社

19
70
～
19
73

22
22

19
70
～
19
73

11
世
界
の
旅
：
中
央
公
論
社

中
央
公
論
社

19
70
～
19
72

24
24

19
70
～
19
72

12
ワ
ー
ル
ド
ガ
イ
ド

日
本
交
通
公
社
，
JT
B

19
70
～
20
08

33
3

32
4

19
70
～
20
08

13
…
の
旅

ワ
ー
ル
ド
・
フ
ォ
ト
・
プ
レ
ス

19
72
～
19
73

10
9

19
72
～
19
73
『
韓
国
の
旅
』（
19
72
），『
イ
ン
ド
の
旅
』（
19
73
）な
ど

14
ポ
ケ
ッ
ト
ガ
イ
ド

ワ
ー
ル
ド
・
フ
ォ
ト
・
プ
レ
ス

19
73
～
19
73

4
4

19
73
～
19
73

15
海
外
旅
行
シ
リ
ー
ズ

西
東
社
，
白
馬
出
版

19
73
～
19
86

25
18

19
73
～
19
86

16
食
べ
物
・
買
い
物
・
散
歩
道

白
馬
出
版

19
74
～
19
81

2
2

19
74
～
19
81

『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
食
べ
物
・
買
い
物
・
散
歩
道
』（
19
81
）な
ど

17
交
通
公
社
の
ワ
ー
ル
ド
ガ
イ
ド

日
本
交
通
公
社
出
版
事
業
局

19
75
～
19
86

28
18

19
75
～
19
82

18
エ
ア
リ
ア
マ
ッ
プ

昭
文
社

19
75
～
20
02

10
19

18
19
98
～
19
99

19
交
通
公
社
の
ポ
ケ
ッ
ト
・
ガ
イ
ド

日
本
交
通
公
社
出
版
事
業
局

19
75
～
19
90

10
5

41
19
79
～
19
90

20
あ
む
か
す
・
旅
の
メ
モ

あ
む
か
す
事
務
局

19
75
～
19
87

48
41

19
76
～
19
86

21
コ
ロ
ン
ブ
ッ
ク
ス

三
修
社

19
75
～
19
89

10
4

75
19
75
～
19
86

22
ワ
ー
ル
ド
・
ト
ラ
ベ
ル
・
ブ
ッ
ク

ワ
ー
ル
ド
フ
ォ
ト
プ
レ
ス

19
75
～
19
89

13
2

13
2

19
75
～
19
89

23
地
球
は
狭
い
わ
よ

山
と
溪
谷
社
／
地
球
は
狭
い
わ
よ

19
76
～
19
90

20
11

19
84
～
19
90

24
ブ
ル
ー
ガ
イ
ド
JA
L
シ
テ
ィ
ガ
イ
ド

実
業
之
日
本
社

19
76
～
19
77

33
33

19
76
～
19
77

25
ト
ラ
ベ
ル

新
声
社

19
77
～
19
80

15
11

19
77
～
19
80
『
若
い
人
の
た
め
の
ア
メ
リ
カ
旅
行
』（
19
79
）な
ど

26
朝
日
旅
の
百
科

朝
日
新
聞
社

19
78
～
19
85

76
43

19
79
～
19
85

27
交
通
公
社
の
m
oo
k

日
本
交
通
公
社
出
版
事
業
局

19
79
～
19
88

46
8

19
83
～
19
88

28
ポ
ケ
ッ
ト
ガ
イ
ド
・
シ
テ
ィ
ー

パ
ン
・
ニ
ュ
ー
ズ
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル

19
79
～
19
82

10
10

19
79
～
19
82

29
地
球
の
歩
き
方

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
・
ビ
ッ
グ
社

19
79
～
継
続
中

19
10

16
31

19
79
～
20
08

30
ワ
イ
ル
ド
ム
ッ
ク
ス
ペ
シ
ャ
ル

ワ
ー
ル
ド
フ
ォ
ト
プ
レ
ス

19
81
～
19
86

11
12

19
81
～
19
86

31
ブ
ル
ー
ガ
イ
ド
情
報
版

実
業
之
日
本
社

19
81
～
継
続
中

18
1

16
19
98
～
20
07

32
Y
ou
r 
gu
id
e

ゆ
う
出
版
局

19
81
～
19
94

21
19

19
81
～
19
94

33
ブ
ル
ー
ガ
イ
ド
パ
ッ
ク
・
ワ
ー
ル
ド

実
業
之
日
本
社

19
81
～
19
95

25
25

19
81
～
19
95

34
エ
ア
リ
ア
ガ
イ
ド

昭
文
社

19
81
～
19
98

22
2

61
19
82
～
19
96

35
シ
テ
ィ
・
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
・
ブ
ッ
ク

ワ
ー
ル
ド
フ
ォ
ト
プ
レ
ス

19
82
～
19
84

5
5

19
82
～
19
84

36
海
外
プ
レ
イ
タ
ウ
ン

新
声
社

19
82
～
19
86

6
6

19
82
～
19
86

37
ト
ラ
ベ
ル
ジ
ャ
ー
ナ
ル
新
書

森
谷
ト
ラ
ベ
ル
・
エ
ン
タ
プ
ラ
イ
ズ

19
82
～
19
83

12
7

19
82
～
19
83

38
交
通
公
社
の
る
る
ぶ
ガ
イ
ド

日
本
交
通
公
社
出
版
事
業
局

19
82
～
19
88

14
11

19
83
～
19
88

39
カ
ラ
ー
ガ
イ
ド

三
修
社

19
82
～
19
86

24
17

19
82
～
19
86

40
オ
レ
ン
ジ
・
ト
ラ
ベ
ル
・
プ
レ
ス

笠
倉
出
版
社

19
82
～
19
94

38
27

19
82
～
19
93

41
旅
の
ガ
イ
ド
ム
ッ
ク

近
畿
日
本
ツ
ー
リ
ス
ト

19
82
～
20
01

16
8

13
8

19
82
～
20
00

42
オ
デ
ッ
セ
イ
ト
ラ
ベ
ル
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク

グ
ル
ー
プ
・
オ
デ
ッ
セ
イ

19
83
～
19
87

2
2

19
83
～
19
87
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43
観
光
コ
ー
ス
で
な
い

高
文
研

19
83
～
継
続
中

20
12

19
94
～
20
08
『
観
光
コ
ー
ス
で
な
い
ウ
ィ
ー
ン
』（
20
04
）な
ど

44
世
界
を
食
べ
る
旅

講
談
社

19
84
～
19
85

5
5

19
84
～
19
85

45
ブ
ル
ー
ガ
イ
ド
・
パ
シ
フ
ィ
カ

実
業
之
日
本
社

19
84
～
19
96

19
19

19
84
～
19
96

46
ブ
ル
ー
ガ
イ
ド
・
ム
ッ
ク

実
業
之
日
本
社

19
85
～
継
続
中

11
4

5
19
97
～
20
05

47
…
グ
ラ
フ
ィ
テ
ィ

み
ず
う
み
書
房

19
85
～
19
88

8
8

19
85
～
19
88
『
韓
国
グ
ラ
フ
ィ
テ
ィ
』（
19
85
年
）
な
ど

48
宝
島
ス
ー
パ
ー
ガ
イ
ド

JI
C
C
出
版
局

19
85
～
19
90

17
17

19
85
～
19
90

49
絵
と
き
ガ
イ
ド

日
本
交
通
公
社
出
版
事
業
局

19
86
～
19
88

4
4

19
86
～
19
88

50
み
ず
う
み
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
ス

み
ず
う
み
書
房

19
86
～
19
87

4
4

19
86
～
19
87

51
ニ
ュ
ー
コ
ロ
ン
ブ
ッ
ク
ス

三
修
社

19
86
～
19
87

4
4

19
86
～
19
87

52
旅
術
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

リ
ク
ル
ー
ト

19
86
～
19
87

5
5

19
86
～
19
87

53
ト
ラ
ベ
ル
jo
y
別
冊

山
と
溪
谷
社

19
86
～
19
88

8
8

19
86
～
19
88

54
W
or
ld
 g
ui
de

日
地
出
版

19
86
～
19
93

18
18

19
86
～
19
93

55
P
ia
 m
oo
ks

ぴ
あ

19
86
～
20
06

39
9

28
20
01
～
20
03

56
W
or
ld
 g
ui
de
 b
oo
ks

教
育
社

19
87
～
19
87

19
19

19
87
～
19
87

57
カ
ド
カ
ワ
ト
ラ
ベ
ル
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク

角
川
書
店

19
87
～
19
94

63
61

19
87
～
19
94

58
N
ew
ワ
ー
ル
ド
ガ
イ
ド

日
本
交
通
公
社
出
版
事
業
局

19
88
～
19
90

9
2

19
88
～
19
88

59
ふ
だ
ん
着
の
…
案
内

晶
文
社

19
88
～
19
97

7
7

19
88
～
19
97
『
ふ
だ
ん
着
の
ソ
ウ
ル
案
内
』（
19
88
年
）
な
ど

60
M
M
ガ
イ
ド

昭
文
社

19
88
～
19
90

8
8

19
88
～
19
90

61
海
外
た
べ
あ
る
き
・
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

昭
文
社

19
88
～
19
90

9
9

19
88
～
19
90

62
世
界
一
等
旅
行

ラ
テ
ラ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

19
88
～
19
91

13
13

19
88
～
19
91

63
海
外
フ
リ
ー
タ
イ
ム
ガ
イ
ド

昭
文
社

19
88
～
19
92

13
13

19
88
～
19
92

64
世
界
の
街
案
内

近
畿
日
本
ツ
ー
リ
ス
ト

19
88
～
19
89

16
16

19
88
～
19
89

65
フ
リ
ー
ダ
ム
／
自
遊
自
在

日
本
交
通
公
社
出
版
事
業
局

19
88
～
19
92

20
17

19
88
～
19
91

66
JT
B
の
る
る
ぶ
情
報
版

日
本
交
通
公
社
出
版
事
業
局

19
88
～
19
93

14
2

17
19
91
～
19
93

67
W
or
ld
 g
ui
de
地
図
の
本

日
地
出
版

19
88
～
19
93

23
23

19
88
～
19
93

68
ワ
ー
ル
ド
プ
レ
イ

日
本
文
華
社

19
89
～
19
89

2
2

19
89
～
19
89

69
モ
ネ
の
本

ス
コ
ラ

19
89
～
19
89

2
2

19
89
～
19
89

70
海
外
・
旅
の
デ
ー
タ
バ
ン
ク

昭
文
社

19
89
～
19
90

10
9

19
89
～
19
90

71
地
球
の
歩
き
方
（
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
）

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
・
ビ
ッ
グ
社

19
89
～
19
92

20
20

19
89
～
19
92

72
最
新
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
ガ
イ
ド

平
凡
社

19
89
～
19
94

28
28

19
89
～
19
94

73
ワ
ー
ル
ド
jo
y

山
と
溪
谷
社

19
89
～
19
92

33
33

19
89
～
19
92

74
JA
L
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
/ダ
イ
ニ
ン
グ
・
ガ
イ
ド

日
本
航
空
文
化
事
業
セ
ン
タ
ー

19
89
～
19
99

44
44

19
89
～
19
99

75
世
界
あ
っ
ち
こ
っ
ち
Y
H
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

日
本
ユ
ー
ス
・
ホ
ス
テ
ル
協
会

19
90
～
19
90

2
2

19
90
～
19
90

76
タ
ウ
ン
・
マ
ニ
ュ
ア
ル

駸
々
堂
出
版

19
90
～
19
90

4
4

19
90
～
19
90

77
ロ
ン
リ
ー
・
プ
ラ
ネ
ッ
ト

マ
ガ
ジ
ン
ハ
ウ
ス

19
90
～
19
92

5
5

19
90
～
19
92

78
知
の
旅

ク
レ
オ

19
90
～
20
07

7
7

19
90
～
20
07

79
海
外
旅
文
庫

昭
文
社

19
90
～
19
90

13
13

19
90
～
19
90

80
全
日
空
シ
テ
ィ
ガ
イ
ド

三
推
社

19
90
～
19
97

23
23

19
90
～
19
97

81
JT
B
の
ポ
ケ
ッ
ト
ガ
イ
ド

日
本
交
通
公
社
出
版
事
業
局
，
JT
B

19
90
～
20
01

16
6

91
19
90
～
20
01

82
ひ
と
り
で
行
け
る
世
界
の
本

日
地
出
版

19
90
～
19
98

14
3

14
3

19
90
～
19
98

83
ア
ジ
ア
ル
ー
ト
ガ
イ
ド

双
葉
社

19
91
～
19
91

2
2

19
91
～
19
91

84
ア
ジ
ア
歴
史
散
歩

山
川
出
版
社

19
91
～
19
97

6
6

19
91
～
19
97

85
T
ra
ve
l g
ui
de
 b
oo
k

光
星
社

19
91
～
19
92

9
9

19
91
～
19
92

86
ミ
シ
ュ
ラ
ン
・
グ
リ
ー
ン
ガ
イ
ド

実
業
之
日
本
社

19
91
～
19
99

18
18

19
91
～
19
99

87
JT
B
の
m
oo
k

JT
B
，
JT
B
パ
ブ
リ
ッ
シ
ン
グ

19
91
～
継
続
中

47
7

19
19
95
～
20
02

88
T
R
A
JA
L 
bo
ok
s

ト
ラ
ベ
ル
ジ
ャ
ー
ナ
ル

19
91
～
20
01

46
27

19
91
～
20
00

表
1
つ
づ
き
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89

ブ
ル
ー
ガ
イ
ド
・
ワ
ー
ル
ド

実
業
之
日
本
社

19
91
～
19
98

33
33

19
91
～
19
98

90
JT
B
の
m
oo
k
マ
イ
・
パ
ス
ポ
ー
ト

日
本
交
通
公
社
出
版
事
業
局

19
91
～
19
94

38
38

19
91
～
19
94

91
ハ
ン
デ
ィ
ガ
イ
ド

近
畿
日
本
ツ
ー
リ
ス
ト

19
91
～
19
95

44
44

19
91
～
19
95

92
JT
B
の
フ
リ
ー
ダ
ム

日
本
交
通
公
社
出
版
事
業
局
，
JT
B

19
91
～
19
99

55
50

19
91
～
19
99

93
る
る
ぶ
情
報
版

JT
B
パ
ブ
リ
ッ
シ
ン
グ

19
91
～
継
続
中

31
92

45
7

19
91
～
20
08

94
ゴ
ー
ル
デ
ン
ブ
ッ
ク

B
on
ec
hi

19
92
～
19
97

5
5

19
92
～
19
97

95
講
談
社
ゆ
～
ゆ
～
ブ
ッ
ク

講
談
社

19
92
～
19
93

13
13

19
92
～
19
93

96
旅
行
情
報
ノ
ー
ト

旅
行
人

19
93
～
19
95

2
2

19
93
～
19
95

97
世
界
の
旅
と
観
光

新
日
本
法
規
出
版

19
93
～
19
93

5
5

19
93
～
19
93

98
Ju
no
n 
tr
av
el
 b
oo
ks

主
婦
と
生
活
社

19
93
～
19
96

6
6

19
93
～
19
96

99
J
ガ
イ
ド
マ
ガ
ジ
ン

山
と
溪
谷
社

19
93
～
継
続
中

97
7

19
94
～
20
05

10
0
ニ
ュ
ー
ガ
イ
ド
ワ
ー
ル
ド

弘
済
出
版
社

19
93
～
19
99

35
35

19
93
～
19
99

10
1
ぴ
あ
m
ap

ぴ
あ

19
94
～
19
94

10
3

19
94
～
19
94

10
2
ア
ジ
ア
・
カ
ル
チ
ャ
ー
ガ
イ
ド

ト
ラ
ベ
ル
ジ
ャ
ー
ナ
ル

19
94
～
19
95

14
14

19
94
～
19
95

10
3
望
遠
郷

同
朋
舎
出
版

19
94
～
19
97

16
16

19
94
～
19
97

10
4
ぴ
あ
m
oo
k

ぴ
あ

19
94
～
継
続
中

59
4

29
20
04
～
20
08

10
5
ニ
ュ
ー
ガ
イ
ド
α

弘
済
出
版
社

19
95
～
19
95

3
2

19
95
～
19
95

10
6
J 
gu
id
e 
w
or
ld

山
と
溪
谷
社

19
95
～
19
97

2
2

19
95
～
19
97

10
7
旅
行
ガ
イ
ド
に
な
い
ア
ジ
ア
を
歩
く

梨
の
木
舎

19
95
～
20
03

5
4

19
95
～
20
03

10
8
旅
の
手
帖
情
報
版

弘
済
出
版
社

19
95
～
20
07

12
4

9
19
96
～
19
98

10
9
街
物
語

日
本
交
通
公
社
出
版
事
業
局
，
JT
B

19
95
～
19
97

10
10

19
95
～
19
97

11
0
ジ
ェ
イ
・
ガ
イ
ド
マ
ガ
ジ
ン

山
と
溪
谷
社

19
95
～
継
続
中

11
11

19
95
～
20
01

11
1
G
ul
liv
er
: t
ra
ve
l g
ui
de
 b
oo
k

マ
ガ
ジ
ン
ハ
ウ
ス

19
95
～
19
99

12
11

19
95
～
19
99

11
2
ア
ジ
ア
楽
園
マ
ニ
ュ
ア
ル

双
葉
社

19
95
～
19
99

15
13

19
95
～
19
98
『
好
き
に
な
っ
ち
ゃ
っ
た
台
北
』（
19
95
）
な
ど

11
3
シ
ョ
ト
ル
ト
ラ
ベ
ル
S
ho
to
r 
tr
av
el

小
学
館

19
95
～
20
08

59
17

19
98
～
20
08

11
4
旅
の
ガ
イ
ド
ム
ッ
ク
ま
め

近
畿
日
本
ツ
ー
リ
ス
ト

19
95
～
20
00

34
34

19
95
～
20
00

11
5
マ
ル
得
マ
ニ
ュ
ア
ル

小
学
館

19
96
～
20
01

4
2

19
96
～
20
00

『
ハ
ワ
イ
個
人
旅
行
（
得
）
マ
ニ
ュ
ア
ル
』（
19
96
）
な
ど

11
6
ト
ラ
ベ
ル
m
oo
k

弘
済
出
版
社

19
96
～
20
02

23
2

19
96
～
19
99

11
7
グ
ロ
ー
バ
ル
プ
レ
ス

教
育
出
版
セ
ン
タ
ー

19
96
～
19
99

3
3

19
96
～
19
99

11
8
笑
う
ス
チ
ュ
ワ
ー
デ
ス

イ
カ
ロ
ス
出
版

19
96
～
20
01

6
4

19
98
～
20
01

11
9
ト
ラ
ベ
ル
事
典

郁
文
堂

19
96
～
20
01

4
4

19
96
～
20
01

12
0
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
ス
ペ
シ
ャ
ル
ブ
ッ
ク

ラ
テ
ラ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

19
96
～
19
98

9
9

19
96
～
19
98

12
1
旅
行
人
ノ
ー
ト

旅
行
人

19
96
～
20
07

16
16

19
96
～
20
07

12
2
ツ
ー
リ
ス
ト
情
報
版

近
畿
日
本
ツ
ー
リ
ス
ト

19
96
～
20
05

88
28

19
96
～
20
03

12
3
ニ
ュ
ー
ガ
イ
ド
ワ
ー
ル
ド
α

弘
済
出
版
社

19
97
～
19
97

4
2

19
97
～
19
97

12
4
ア
ジ
ア
の
遊
び
方

イ
マ
ジ
ン

19
97
～
19
98

2
2

19
97
～
19
98

12
5
F
ig
ar
o 
tr
av
el
 b
oo
ks
 

テ
ィ
ビ
ー
エ
ス
・
ブ
リ
タ
ニ
カ

19
97
～
19
98

4
4

19
97
～
19
98

12
6
A
si
an
 a
ct
iv
ity
 g
ui
de

ト
ラ
ベ
ル
ジ
ャ
ー
ナ
ル

19
97
～
19
97

6
6

19
97
～
19
97

12
7
海
外
旅
行
選
書

日
地
出
版

19
97
～
19
98

13
10

19
97
～
19
98

12
8
世
界
遺
産
を
旅
す
る

近
畿
日
本
ツ
ー
リ
ス
ト

19
97
～
19
99

12
12

19
97
～
19
99

12
9
夜
の
歩
き
方

デ
ー
タ
ハ
ウ
ス

19
97
～
20
06

22
22

19
97
～
20
06

13
0
JA
L 
gu
id
e

JA
L
ブ
ラ
ン
ド
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

19
97
～
20
08

38
38

19
97
～
20
08

13
1
個
人
旅
行

昭
文
社

19
97
～
20
03

73
73

19
97
～
20
03

13
2
わ
が
ま
ま
歩
き

実
業
之
日
本
社

19
97
～
継
続
中

13
6

13
6

19
97
～
20
08

13
3
旅
名
人
ブ
ッ
ク
ス

日
経
B
P
企
画

19
97
～
継
続
中

23
4

23
2

19
97
～
20
08

13
4
J 
po
ck
et

山
と
溪
谷
社

19
98
～
19
98

4
4

19
98
～
19
98

表
1
つ
づ
き
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13
5
H
ol
id
ay
 c
ity
 g
ui
de

近
畿
日
本
ツ
ー
リ
ス
ト

19
98
～
19
98

5
5

19
98
～
19
98

13
6
ほ
い
ほ
い
旅
団
世
界
の
楽
園

産
業
編
集
セ
ン
タ
ー

19
98
～
20
03

8
7

19
98
～
20
02

13
7
昭
文
社
ム
ッ
ク

昭
文
社

19
98
～
継
続
中

43
14

19
98
～
20
07

13
8
地
球
の
歩
き
方
ム
ッ
ク

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
・
ビ
ッ
グ
社

19
98
～
20
02

18
18

19
98
～
20
02

13
9
世
界
を
旅
す
る
人
の
イ
エ
ロ
ー
ガ
イ
ド

ユ
ー
ロ
プ
レ
ス

19
98
～
20
08

91
86

19
98
～
20
08

14
0
S
ei
bi
do
 m
oo
k

成
美
堂
出
版

19
98
～
継
続
中

11
34

95
19
99
～
20
08

14
1
ニ
ュ
ー
ツ
ア
ー
ガ
イ
ド

ゼ
ン
リ
ン
　
日
地
出
版

19
98
～
20
01

11
1

11
1

19
98
～
20
01

14
2
地
球
の
歩
き
方
リ
ゾ
ー
ト

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
・
ビ
ッ
グ
社

19
98
～
継
続
中

12
5

11
9

19
98
～
20
08

14
3
ワ
ー
ル
ド
・
ス
キ
ャ
ナ
ー

プ
ロ
ト
ギ
ャ
ラ
ク
シ
ー

19
99
～
19
99

2
2

19
99
～
19
99

14
4
地
球
の
歩
き
方
ア
イ
・
マ
ッ
プ
・
ガ
イ
ド

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
・
ビ
ッ
グ
社

19
99
～
19
99

3
3

19
99
～
19
99

14
5
ぴ
あ
m
ap
シ
リ
ー
ズ

ぴ
あ

19
99
～
20
00

27
3

19
99
～
20
00

14
6
ア
ジ
ア
・
シ
テ
ィ
フ
ァ
イ
ル

双
葉
社

19
99
～
19
99

3
3

19
99
～
19
99

14
7
お
値
打
ち

メ
デ
ィ
ア
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
，
講
談
社

19
99
～
20
08

7
8

19
99
～
20
08
『
お
値
打
ち
ハ
ワ
イ
』（
19
99
）
な
ど

14
8
無
敵
の
…

ア
ス
ペ
ク
ト

19
99
～
継
続
中

12
10

19
99
～
20
08
『
無
敵
の
バ
リ
』（
19
99
）
な
ど

14
9
シ
ー
ズ
ム
ッ
ク

シ
ー
ズ
情
報
出
版

19
99
～
継
続
中

62
12

19
99
～
20
08

15
0
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ジ
オ
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
海
外
旅
行
ガ
イ
ド

日
経
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ジ
オ
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
社

19
99
～
20
07

24
24

19
99
～
20
07

15
1
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
ア
ル
プ
ス
・
ハ
イ
キ
ン
グ
ガ
イ
ド

山
と
溪
谷
社

20
00
～
20
00

3
3

20
00
～
20
00

15
2
ク
ラ
ブ
ツ
ー
リ
ズ
ム
選
書

近
畿
日
本
ツ
ー
リ
ス
ト

20
00
～
20
02

5
5

20
00
～
20
02

15
3
J 
gu
id
e 
m
ag
az
in
e

山
と
溪
谷
社

20
00
～
継
続
中

53
5

20
00
～
20
06

15
4
旅
行
人
ウ
ル
ト
ラ
ガ
イ
ド

旅
行
人

20
00
～
20
06

6
6

20
00
～
20
06

15
5
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
得
海
外
旅
行
術

オ
デ
ッ
セ
ウ
ス

20
00
～
20
01

7
6

20
00
～
20
01

『
旅
の
ネ
タ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
30
0.
ア
ジ
ア
編
』（
20
00
）
な
ど

15
6
1
日
～
00
0
円

双
葉
社

20
00
～
20
03

7
7

20
00
～
20
03
『
1
日
50
00
円
ぜ
い
た
く
旅
タ
イ
』（
20
00
）
な
ど

15
7
歩
く
…

ぷ
れ
す
ア
ル
フ
ァ

20
00
～
20
03

26
24

20
00
～
20
03
『
歩
く
パ
リ
』（
20
00
），
『
歩
く
上
海
』（
20
03
）
な
ど

15
8
ガ
ー
ル
ズ
・
ト
ラ
ベ
ラ
ー
ズ
・
フ
ァ
イ
ル

双
葉
社

20
00
～
20
08

29
28

20
00
～
20
08

15
9
ベ
ス
ト
ガ
イ
ド

成
美
堂
出
版

20
00
～
継
続
中

21
5

56
20
03
～
20
08

16
0
マ
ッ
プ
ル
マ
ガ
ジ
ン

昭
文
社

20
00
～
継
続
中

12
70

20
0

20
00
～
20
08

16
1
知
的
で
ゆ
た
か
な
旅

学
習
研
究
社

20
01
～
20
01

2
2

20
01
～
20
01

16
2
解
読
!

雷
鳥
社

20
01
～
20
02

2
2

20
01
～
20
02

16
3
エ
イ
ビ
ー
ロ
ー
ド
ホ
テ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

リ
ク
ル
ー
ト

20
01
～
20
02

4
4

20
01
～
20
02

16
4
好
き
に
な
っ
ち
ゃ
っ
た
ア
ジ
ア

双
葉
社

20
01
～
20
03

8
6

20
01
～
20
03

16
5
イ
ラ
ス
ト
徹
底
ガ
イ
ド

メ
イ
ツ
出
版

20
01
～
20
06

6
6

20
01
～
20
06

『
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
イ
ラ
ス
ト
徹
底
ガ
イ
ド
』（
20
05
年
）
な
ど

16
6
ワ
ー
ル
ド
ガ
イ
ド
街
物
語

JT
B

20
01
～
20
01

7
7

20
01
～
20
01

16
7
コ
ン
プ
リ
ー
ト
・
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

新
潮
社

20
01
～
20
05

7
7

20
01
～
20
05

16
8
ク
レ
ア
ド
ゥ
エ
ト
ラ
ベ
ラ
ー

文
藝
春
秋

20
01
～
20
06

16
12

20
01
～
20
05

16
9
攻
略
本

東
京
書
籍

20
01
～
20
03

14
14

20
01
～
20
03
『
ロ
ン
ド
ン
攻
略
本
』（
20
02
）
な
ど

17
0
週
刊
朝
日
百
科
・
世
界
10
0
都
市

朝
日
新
聞
社

20
01
～
20
03

60
60

20
01
～
20
03

17
1
ト
ラ
ベ
ル
ト
ー
ク

学
習
研
究
社

20
02
～
20
02

2
2

20
02
～
20
02

17
2
エ
フ
・
ト
ラ
ベ
ル

主
婦
の
友
社

20
02
～
継
続
中

7
5

20
02
～
20
06

17
3
カ
ル
チ
ャ
ー
ガ
イ
ド
<
ト
ラ
ベ
ラ
ー
>

ト
ラ
ベ
ル
ジ
ャ
ー
ナ
ル

20
02
～
20
03

10
10

20
02
～
20
03

17
4
ガ
イ
ド
・
マ
ッ
プ
ナ
ビ

マ
ガ
ジ
ン
ハ
ウ
ス

20
02
～
20
04

10
10

20
02
～
20
04

17
5
地
球
の
歩
き
方
プ
ラ
ス
・
ワ
ン

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
・
ビ
ッ
グ
社

20
02
～
20
06

13
13

20
02
～
20
06

17
6
地
球
の
歩
き
方
m
oo
k

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
・
ビ
ッ
グ
社

20
02
～
継
続
中

57
43

20
02
～
20
08

17
7
地
球
の
歩
き
方
ポ
ケ
ッ
ト

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
・
ビ
ッ
グ
社

20
02
～
継
続
中

11
5

11
5

20
02
～
20
08

17
8
ク
ロ
ス
カ
ル
チ
ャ
ー
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

ス
リ
ー
エ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

20
03
～
継
続
中

8
4

20
03
～
20
07

17
9
ロ
ン
リ
ー
プ
ラ
ネ
ッ
ト
の
自
由
旅
行
シ
テ
ィ
ガ
イ
ド

メ
デ
ィ
ア
フ
ァ
ク
ト
リ
ー

20
03
～
継
続
中

6
6

20
03
～
20
08

18
0
も
の
し
り
紀
行

新
潮
社

20
03
～
20
08

7
7

20
03
～
20
08

表
1
つ
づ
き



―　　―12

立教大学観光学部紀要　第 12号　2010年 3月
18
1
ロ
ン
リ
ー
プ
ラ
ネ
ッ
ト
の
自
由
旅
行
ガ
イ
ド

メ
デ
ィ
ア
フ
ァ
ク
ト
リ
ー

20
03
～
継
続
中

24
24

20
03
～
20
08

18
2
ト
ラ
ベ
ル
ス
ト
ー
リ
ー

昭
文
社

20
03
～
20
07

42
42

20
03
～
20
07

18
3
い
い
旅
・
街
歩
き

成
美
堂
出
版

20
03
～
継
続
中

58
58

20
03
～
20
08

18
4
M
ad
am
e 
fig
ar
o 
vo
ya
ge
 J
ap
on

阪
急
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ

20
04
～
20
05

3
3

20
04
～
20
05

18
5
ス
チ
ュ
ワ
ー
デ
ス
の
（
秘
）
旅
ガ
イ
ド

イ
カ
ロ
ス
出
版

20
04
～
20
05

5
5

20
04
～
20
05

18
6
エ
ク
ス
プ
ロ
ア

山
と
溪
谷
社

20
04
～
20
08

8
5

20
04
～
20
08

18
7
行
く
べ
し

ソ
ニ
ー
・
マ
ガ
ジ
ン
ズ

20
04
～
20
08

7
6

20
04
～
20
08

『
行
く
べ
し
オ
ア
フ
島
見
る
べ
し
オ
ア
フ
島
』（
20
04
）
な
ど

18
8
1
週
間

メ
デ
ィ
ア
フ
ァ
ク
ト
リ
ー

20
05
～
継
続
中

3
3

20
05
～
20
07
『
1
週
間
バ
リ
』（
20
06
）
な
ど

18
9
大
人
の
極
楽
ガ
イ
ド

実
業
之
日
本
社

20
05
～
20
08

5
5

20
05
～
20
08

19
0
行
き
た
い
街
を
歩
く

西
東
社

20
05
～
20
06

7
7

20
05
～
20
06

19
1
G
ok
ut
ab
i

ソ
ニ
ー
・
マ
ガ
ジ
ン
ズ

20
05
～
20
06

8
7

20
05
～
20
06

19
2
新
・
個
人
旅
行

昭
文
社

20
05
～
20
06

11
11

20
05
～
20
06

19
3
フ
ィ
ガ
ロ
ジ
ャ
ポ
ン
ヴ
ォ
ヤ
ー
ジ
ュ

阪
急
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ

20
05
～
継
続
中

12
12

20
05
～
20
08

19
4
わ
が
ま
ま
歩
き
ツ
ア
ー
ズ

実
業
之
日
本
社

20
05
～
継
続
中

21
21

20
05
～
20
08

19
5
地
球
の
歩
き
方
bo
ok
s

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
・
ビ
ッ
グ
社

20
05
～
継
続
中

47
23

20
06
～
20
08

19
6
フ
ラ
ヌ
ー
ル

N
O
V
A

20
05
～
20
06

23
23

20
05
～
20
06

19
7
…
の
か
わ
い
い
本

二
見
書
房

20
06
～
継
続
中

1
1

20
06
～
20
06
『
イ
ギ
リ
ス
の
か
わ
い
い
本
』（
20
06
）
な
ど

19
8
R
ur
ub
u
恋
す
る

JT
B
パ
ブ
リ
ッ
シ
ン
グ

20
06
～
20
06

2
2

20
06
～
20
06

19
9
て
く
て
く

ワ
ニ
ブ
ッ
ク
ス

20
06
～
20
08

5
3

20
06
～
20
08
『
て
く
て
く
ド
イ
ツ
』（
20
06
）
な
ど

20
0
も
っ
と
好
き
に
な
っ
ち
ゃ
っ
た

双
葉
社

20
06
～
20
08

6
4

20
07
～
20
08

20
1
私
の
と
っ
て
お
き

産
業
編
集
セ
ン
タ
ー

20
06
～
20
08

14
14

20
06
～
20
08

20
2
旅
ボ
ン

ゴ
マ
ブ
ッ
ク
ス

20
07
～
継
続
中

3
1

20
07
～
20
07

20
3
楽
園
リ
ゾ
ー
ト

JT
B
パ
ブ
リ
ッ
シ
ン
グ

20
07
～
20
07

2
2

20
07
～
20
07

20
4
自
由
旅
行
マ
ニ
ュ
ア
ル

三
才
ブ
ッ
ク
ス

20
07
～
20
08

3
3

20
07
～
20
08

20
5
滞
在
旅
行

エ
デ
ィ
ス
タ

20
07
～
継
続
中

4
4

20
07
～
20
08

20
6
世
界
の
旅

宗
像
映
像
出
版
社

20
07
～
20
08

4
4

20
07
～
20
08
『
美
し
き
中
欧
4
カ
国
』（
20
08
）
な
ど

20
7
ラ
ラ
チ
ッ
タ

JT
B
パ
ブ
リ
ッ
シ
ン
グ

20
07
～
継
続
中

25
25

20
07
～
20
08

20
8
新
個
人
旅
行

昭
文
社

20
07
～
20
08

46
46

20
07
～
20
08

20
9
ポ
ッ
プ
・
ト
リ
ッ
プ

ソ
フ
ト
バ
ン
ク
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ

20
08
～
継
続
中

1
1

20
08
～
20
08

21
0
た
び
ん
ご
！

イ
カ
ロ
ス
出
版

20
08
～
継
続
中

1
1

20
08
～
20
08

21
1
ア
ジ
ア
の
新
し
い
旅

河
出
書
房
新
社

20
08
～
継
続
中

1
1

20
08
～
20
08

21
2
ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト

講
談
社

20
08
～
継
続
中

3
3

20
08
～
20
08

計
69
06

注
）
20
09
年
も
発
刊
さ
れ
て
い
る
も
の
は
「
継
続
中
」
と
し
た
．
た
だ
し
，
数
年
後
に
次
の
巻
が
出
版
さ
れ
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．
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録を用いた調査法について説明する．第 3章では，
現在までの分析によって明らかになったこととし

て，旅行ガイドブックの出版状況の概要，デステ

ィネーションとなる地域の単位，そして大陸別な

らびに地域別に見た推移という項目に分けて解説

する．最後に結論では，全体の議論をまとめ，今

後の課題について述べることとしたい．

なお，以下の文中で「ガイドブック」と言う場

合，とくに断りがない限り，海外旅行向けのもの

を指していることを了解されたい．

Ⅱ 研究対象と調査法

1）本稿における“旅行ガイドブック”

冒頭でふれた『現代観光学キーワード事典』で

は，「旅行案内書」を「旅行関連情報を提供する

ことを目的とした出版物」（前田，1998： 15）と
いうように幅広く定義し，「通常，自然・歴史・

文化など旅行目的地を理解するために必要とされ

る情報に加え，交通・宿泊・飲食・土産品・観光

ルートなど，観光を行う際に必要とされる情報が

掲載される」と位置付けている．

本稿ではこの定義を出発点として，日本社会の

例を念頭に置き，ガイドブックに類似する出版物

のジャンル，すなわち紀行や旅行記（以下紀行で

統一する）と比較対照することでガイドブックの

特徴を探ってみたい．

まず形式について比較してみよう．紀行は著者

の旅行のプロセスに沿って記述が進み，そこでの

体験談・印象・思索が物語られるという形式が基

本にあると言っていい．これに対してガイドブッ

クは通常，地域など一つのテーマを項目別に分け

て解説するレファレンス・ブック，参考図書のよ

うな形式をとっている．

『図書館情報学用語事典』（日本図書館情報学会

用語辞典編集委員会，2007： 258）では「レファ
レンス・ブック」を，「対象とする分野の関連情

報を記事として多数の項目にまとめ，それらを音

順や体系順で排列することによって，特定の項目

を容易に調べられるようにした図書」と定義して

いる．「音順」を省けば，この定義はそのまま旅

行ガイドブックにも当てはまるであろう．一般的

に言ってガイドブックでは，当該国への移動・入

国方法や地域の概要，さらに各地の見どころ，宿

泊施設，飲食施設などなど，複数の項目が整然と

配置されている．項目体系にしたがって分かりや

すく構成されている様は，まるで事典のようであ

る．その好例が，英語のガイドブック・シリーズ

「Lonely Planet」であろう．このシリーズは，基
本的に写真が少なく白黒で分厚い仕様になってお

り，味もそっけもないと言いたくなるような事典

的外見を呈している．

そもそもガイドブックに要求されるのは，あく

までも情報のたしかさである．いうなれば，紀行

が著者の信奉者・心酔者にとって聖典となりうる

のに対して，ガイドブックはつねに検証の目にさ

らされている．入手しうる情報の中でガイドブッ

クのそれが最も正確なのであれば，ドイツのガイ

ドブック・シリーズ「ベデカー」のように（中川，

1979），戦争のために利用されることさえあるの
である．

次に，内容の面でも両者を対照させることがで

きる．紀行の場合，特定の地域を取り上げていた

としても，その記述は作者の関心に合わせた特

殊・限定的なものであることが多い．著者の個人

的な思考・印象・趣味にもとづいて，著者が興味

を持つ，もしくは著者の専門の事物が中心的に取

り上げられる．著者の嗜好／志向に合う読者には

最適の案内書たりうるが，そうでない場合はガイ

ドとして機能しにくいものになる．

一方で旅行ガイドブックは，こうした特殊性・

限定性とは対極にあり，むしろ多様な人が利用で

きるように，汎用的な情報を包括的に提示するこ

とが目指される．たとえ歴史や建築，食習慣，ブ

ランド品，性風俗など，個別的な事物がテーマに

なったとしても，第一に重視されるのは，それは

何かという事実の解説やどこに何があるかという

案内の指示に関する正確さであり，先の表現をも

う一度用いるとすれば，レファレンス的な精度が

問題になるのである．不特定多数の旅行者にとっ

ても使い勝手があるという点で“実用的”と表現

することも可能であろう．

三点目が著者についてである．一般に紀行とい

うと，有名な作家や学者，テーマになる事物の専
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門家（こういってよければ知識人）による書物が

想起されるにちがいない．たとえば日本でいえば

司馬遼太郎などである．もちろん“素人”によっ

て著された紀行も存在する．けれども「紀行文学」

というジャンルが文学の中に存在することはガイ

ドブックとの比較上無視できない事実である．と

いうのも，ガイドブックの場合，有名な人が作っ

たガイドブックを挙げることの方が困難だからで

ある．あるとすれば，特定のスタイルの旅行に通

じた人物によるシリーズであろう 2）．しかしむし

ろ，著者個人の名が奥付に記されていないガイド

ブックの方が一般的なのではないか．要するに，

ガイドブックは無名的なのである．

書籍の類型という面ではどうか．ガイドブック

にはシリーズ物が多い．この傾向は，今日旅行ガ

イドブックの元祖のように扱われる『ベデカー』

や『マレー』にすでに現れている 3）．“シリーズ”

とは，図書館学での各種の定義を参考にすると，

全体に共通するタイトル（シリーズ名）と固有の

タイトルや番号を持つ各巻とで体系的に構成され

る一群の書籍となる 4）．そこでは，特定の要素

（発行者，方針など）が維持されつつ，シリーズ

の明確な終期が予定されずに，各巻が継続的に刊

行されていく．

このように，逐次刊行物的な性格を持つ点で，

ガイドブックは雑誌や年鑑と似ている．ただし，

出版のサイクルに関して言えば，ガイドブックの

方が不定期的である．一方，こうした逐次刊行物

的なガイドブックと比べて紀行は，たしかにシリ

ーズものは珍しくないとしても，むしろ一度のみ

単独で出版される単行物（あるいは単行書）の存

在が目立つ．紀行とみなされる書物の中に，ダイ

ヤモンド・ビッグ社の「地球の歩き方」シリーズ

のような，毎年改訂して刊行される“年鑑”的な

ものがあるかというと，とくに思い当たらない．

このことからも，紀行が逐次刊行物ではなくむし

ろ単行物であることは明白であろう．

同じ逐次刊行物である雑誌と比べるとどうか．

雑誌の特徴として，速報性を重視する点，内容

（記事）の面で多様・雑多である点，広告の量が

多い点，簡便な形態を持つ点，発行が容易である

点，そしてすでに触れた継続的に刊行される点な

どを挙げることができる（図書館情報学ハンドブ

ック編集委員会，1993: 211–213）．速報性や多
様・雑多性，広告志向の三点は，旅行ガイドブッ

クと旅行専門雑誌を分けるポイントになっている

と言えよう．簡便さや発行の容易さの面で雑誌的

である書籍つまりムックの形態を取る旅行ガイド

ブックも珍しくないが，上記三点の性格を持つガ

イドブックは，たとえ存在したとしても，少数派

にとどまるにちがいないと思われるからである．

紀行とガイドブックの違いとして最後に挙げた

いのが，一般の図書館での取り扱われ方である．

ガイドブックは，学校教育で用いられる教科書と

同じように，基本的に図書館に保存されない．新

聞のように縮刷版になることもない．中川（1979）
も指摘しているが，いわば“使い捨て”の出版物

である．立教大学の図書館でも，「地球の歩き方」

シリーズなど，毎年版を変えて刊行されるガイド

ブック類は残念ながら処分されている．そのため，

ガイドブックの研究は，国の中央図書館である国

立国会図書館（後述）の存在なしにはあり得ない

というのが現状である．前章で触れた，ガイドブ

ックをメディアとして研究対象に据えることの難

しさはここに起因すると言える．

以上の議論をまとめたのが表 2である．それを
もとに，多少冗長になるが，ガイドブックを次の

ように位置付けておこう．ガイドブックとは，実

際に旅行するために当事者にとって必要とされる

情報を不特定多数の人々に対して包括的・汎用的

に提供するレファレンス的書籍である．また，シ

リーズ的なものが多いという特徴や，有名な人物

が著者になることが少ない傾向，さらには，図書

館に保存されることが少ないという傾向も持つ．
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表2 紀行とガイドブックの違い

紀　行 ガイドブック

形式 物語的 項目別的

内容 特殊的・限定的 包括的・汎用的

著者 有名的 無名的

類型 単行書が多い 逐次刊行物が多い

取扱 図書館で保存 使い捨て
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2）NDL-OPACを用いた調査

次に，調査の方法についてのべたい．本稿では，

国立国会図書館のウェブサイトで公開されている

オンライン蔵書目録（NDL-OPAC）によって，戦
後に出版されたガイドブックを検索し，NDL-
OPACで“タイトル”や“各巻タイトル”として
登録された地域名をデータベース化するという作

業を行った．なお，より完全に近いデータベース

を構築するために，実物を目にすることができたも

のや，ウェブサイト“アマゾン”（www.amazon.co.jp）
で表紙や目次を見ることができたものがあった場

合，そこでの記載も参考にした．

上述のように，一般の図書館で閲覧できるガイ

ドブックは限られているので，出版されてきたガ

イドブック全般について知ろうとなると国立国会

図書館がもっとも便利な施設になる．よく知られ

るように，同館は「一国の知的遺産としての国内

出版物」を納本制度によって網羅的に収集・保存

することを目的にした施設である（NDL入門編
集委員会，1998： 117）．この納入制度とは
（NDL入門編集委員会，1998： 129–132），「国立
国会図書館法」の納本関連条項にもとづく制度で

あり，民間の出版物の中で市販される図書類は日

本出版取次協会を通じて納入されることになって

いる．自費出版など同協会が取り次ぎがないもの

については，来館や郵送による納入という方法に

頼ることになる．ただし納入といっても，納入さ

れる出版物に対して，定価の 4割から 6割の「納
入出版物代償交付金」が支払われるので，実質的

には同図書館が納入物を割引料金で購入している

と言っていい．

市販の出版物はすべて自動的に同図書館に保管

されると思われるがちであるが，ガイドブックの

中には，「改訂版」という記載からすると納本さ

れていないと思わざるを得ないものも存在するこ

とが分かった 5）．先に，一部ウェブサイト“アマ

ゾン”も参考にしたと書いたが，それはこうした

データの欠如をできるだけ補いたいと考えたから

である．

NDL-OPACでは，旅行ガイドブックが含まれ
ることが多い範疇，すなわち「日本十進分類法」

（NDC）では 290番台の「地理．地誌．紀行」，

「国立国会図書館分類表」（NDLC）では Y 77の
「児童図書・簡易整理資料・教科書・専門資料室

資料」内の「スポーツ・娯楽」という二つの分類

を軸に 6），旅行ガイドブックを検索していった．

現在本稿を執筆している時点で，本稿の対象とな

る「シリーズ化された旅行ガイドブック」だけで

も 7000点を超えている．すでに述べたように，
本稿では，その中でも 1964年から 2008年までの
間に出版されたものを対象にすることにしたが，

以下では限定の基準について述べたい．

3）対象の限定

まず本稿でいうシリーズとは，国立国会図書館

においてシリーズとして登録されたものとは必ず

しも一致するわけではないことを断わっておきた

い．NDL-OPACには「シリーズ名」という項目
があり，ガイドブックの多くはそこにシリーズ名

が表記されている．けれども，先の定義にもとづ

いて判断すれば明らかにシリーズ的であるにもか

かわらず，NDL-OPACにはシリーズとして登録
されていないものも少なくない．そこで本稿では，

シリーズ物という大枠を設定しつつも，できる限

り多くのガイドブックを対象にすることを目指

し，タイトル名の組み合わせでシリーズと判断し

うるものも対象に加えることにした．表 1の「タ
イトルの例」という欄において解説を加えている

シリーズはこうしたものである．

また，「シリーズ」に絞る理由は，日本で旅行

ガイドブックとして出版されるもののほとんどが

シリーズ物として刊行されるという点にある．同

じことは，欧米諸国など，他の国々にも当てはま

るのではないかと思われる．そもそも，先に触れ

たような“旅行ガイドブックの元祖”もシリーズ

ものであった．もちろんシリーズ物ではないガイ

ドブックもけっして少なくないし，そういったガ

イドブックとシリーズ物のガイドブックのそれぞ

れの量を比較する作業は重要であるが，本稿では，

大量に出版されるガイドブックを何らかの形で限

定する必要性から，その点は重視しないことにし

た．今後の課題としたい．

次に，対象を 1964年から 2008年までに出版さ
れた文献に限定する理由についても述べておきた
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い．本研究を進める過程で明らかになったのは，

1964年のいわゆる海外渡航自由化を境に海外旅
行ガイドブックが徐々に増加していったというこ

とであった．それ以前に刊行されたガイドブッ

ク・シリーズは，日本交通公社の「外国旅行案内」

数点と「JTBガイドブック」シリーズの『アロハ
ハワイ』（1963）くらいである 7）．両方とも自由

化以降も継続しているが，とくに前者は JTBパ
ブリッシングの編集者に言わせれば「政府の公式

ガイドみたいなもの」（旅行作家の会，2006：
197）である 8）．本稿では，一般的な意味でのガ

イドブックが出るようになるのは自由化以降と考

え，調査対象となる期間のスタート点を 1964年
に設定することにした．

一方 2008年までという限定は，純粋に本稿の
執筆の時期との関連に基づく．2009年初頭の調
査経験からすれば，2009年 12月までに出版され
たガイドブックの中には，本稿の執筆時点で未だ

NDL-OPACで参照ができないものがあると想定
される．そのため本稿では，出揃っていることが

確実な，NDLCにおいて「出版」の時期が 2008
年 12月までになっているものだけを対象にする
ことにした．

ただし，こうした期間に出版されたシリーズ物

といっても，その中でさらに対象から外したもの

がある．調査対象たるシリーズの中から除外した

シリーズと，各シリーズ内で除外した巻である．

まず前者に含まれる第一のものが，紀行的な性

格の強いシリーズである．先の紀行の特徴に基づ

いて，タイトル，著者名，目次と内容（目にする

ことができたもののみ），さらに各シリーズ内で

の紀行的巻の割合から，紀行的か否かを判断した．

たとえばリブロポートの「旅の本」，図書出版社

の「海外旅行選書」，NTT出版の「気球の本」，
岩波書店の「シリーズ旅の本箱」の各シリーズは

すべて紀行的として除外している．

次に，留学やワーキングホリデイ，ロングステ

イ，語学学習をテーマとするシリーズも省いた．

たとえば，ダイヤモンド・ビッグ社の「地球の歩

き方：成功する留学」シリーズや，情報センター

出版局の「旅の指さし会話帳」シリーズなどがそ

れに当たる．とくに語学学習の場合は「英会話」

のように地域を限定することにはたして意味があ

るのかと疑問に思うものもあり，基礎的な研究と

しての本稿の位置づけを重視して，本稿では観光

旅行目的のガイドブックに焦点を当てることに

した．

また，ガイドブック・シリーズの中には，海外

旅行や国内旅行だけではなく，旅行以外のテーマ

を扱う巻・号が混在しているものも珍しくない．

後述するように，こうした場合本稿では，シリー

ズの中で海外旅行を扱うものだけをカウントして

いる．けれども，旅行以外のテーマが多数であり，

旅行がシリーズの中心的なテーマとは考えられな

い場合は，調査対象から除外した．こうした部類

に属するものは，文潮出版の「ダブルブックス」，

角川書店の「カドカワムック」，河出書房新社の

「kawade夢文庫」，光文社の「光文社女性ブック
ス」，オークラ出版の「Oak-mook」，イカロス出
版の「イカロス mook」，ソニー・マガジンズの
「ソニー・マガジンズデラックス」，阪急コミュニ

ケーションズの「figaro books」の各シリーズな
ど，けっして少ないものではない．ちなみにこれ

らの，旅行とは関係ないシリーズの中の“予備的

に組み込まれる旅行ガイドブック”という範疇も

それ自体興味深い考察対象であることは指摘して

おいたい．

さらに，シリーズ的なタイトルを持っていても

1点しか出版されず事実上シリーズとならなかっ
たものも省いた．たとえば開創社の『海外旅行ガ

イド』シリーズ（1979），双葉社の『バックパッ
カーズマップ・シリーズ』（1999）がある．ただ
し，イカロス出版の『たびんご！』シリーズのよ

うに，2008年 12月の時点で一冊しか出版されて
いないものの，2009年以降も継続しているシリ
ーズは対象に加えている．

以上，調査対象から外したシリーズについて述

べたが，つづいて，各シリーズ内で除外した巻に

ついて述べたい．表 1で「2008 年までの出版点
数」と「調査対象点数」の間に差が生じているの

は，以下のように除外した巻があるからである．

第一が地域名の記載がないものである．旅行ガ

イドブックと言えば，たいていの人が，どこか特

定の地域を扱ったものを思い浮かべるであろう．
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しかし実際には，地域名の有る巻を主体にしつつ

も，とくに地域名を挙げずに，海外旅行マニュア

ルやウェディング，ハネムーン，飲食物，リゾー

ト，ボランティアなどをテーマにする巻が含まれ

るシリーズも珍しくない．たとえばダイヤモン

ド・ビッグ社の「地球の歩き方」シリーズでもボ

ランティアをテーマにした巻が 1997年，1999年，
2008年の 3冊刊行されている．こうした場合，
該当する巻は調査対象から省いた．

次に，海外旅行のためのガイドブックばかりの

シリーズで，日本国内をテーマにする巻が含まれ

ることもある．たとえば双葉社の「好きになっち

ゃったアジア」シリーズには沖縄を扱う巻が 2冊
（2002年と 2003年）含まれている．また一方で，
たとえばクラップス社の「ニューガイドワールド

α―ワンテーマ海外旅行」シリーズの『世界のメ

ニューガイド』（1997）や，実業之日本社の「ブ
ルーガイド海外版」シリーズの『世界一周空の旅』

（1968）などのように，NDL-OPAC上では地域を
特定できない巻もあるがシリーズに含まれる場合

もある．このような「世界」や「地球」より下位

の分類が分からない巻も対象から外した．

最後に，シリーズの中で留学やワーキングホリ

デイ，ロングステイ，語学学習など，観光旅行以

外のテーマを掲げている場合も対象に含めないこ

とにした．理由は，先述のシリーズにおける同種

のもの除外と同じである．

以上の限定の結果，表 1にあるように，本稿で
考察の対象にするガイドブック・シリーズは計

212件，点数では 6906点に上ることになった．

4）地域名の抽出

最後に，この節ではガイドブックに記載された

地域名の抽出方法について述べたい．本稿では，

記載された地域名を，本稿で用意した“大陸”と

“国家”という階層で構成される分類体系に当て

はめて整理していった（表 3）．
大陸は，五大陸を基に，頻繁に現れる地域を中

心に，12個に分類した．さらに国家のレベルで
も，実際に国際法上独立国家として承認されてい

るかどうかなどの問題は考慮せずに，頻繁にデス

ティネーションとして選ばれる地域を念頭に置い

て，“国家”という範疇を設定している 9）．たと

えばハワイや香港，グアム，あるいは台湾で

ある．

ガイドブックの中には，ドライブ，田舎町，自

然，国立公園など特定のテーマを持つものが珍し

くないが，本稿ではこうしたテーマは一切考慮せ

ず，地域名だけに焦点を合わせた．これらの地域

名は，NDL-OPACでいえば，“タイトル”もしく
は“各巻タイトル”として表示されるものである．

なお，上述のように，NDL-OPACにはいくつか
の記録漏れ―国立国会図書館への納本漏れと思

われる―があり，実物の閲覧やウェブサイト

“アマゾン”での参照によって補うことができた

ものについては，表紙や目次の記載からも地域名

をピックアップした．

17

Rikkyo University Bulletin of Studies in Tourism No.12 March 2010

表3 本稿で用いる地理分類

“大陸” “国家”

東アジア
韓国，北朝鮮，中国，モンゴル，台湾，
香港，マカオ

東南アジア
ベトナム，カンボジア，ラオス，タイ，
ミャンマー，マレーシア，シンガポール，
インドネシア，ブルネイ，東チモール

オセアニア
ハワイ，グアム，ミクロネシア連邦など
太平洋の島嶼国家・自治領，豪州，ニュ
ージーランド，パプアニューギニア

南アジア
バングラデシュ，インド，ネパール，ス
リランカ，モルジブ，パキスタン，アフ
ガニスタン

ロシア中央
アジア

ロシア，バルト三国など旧ソ連領の諸国
家

東欧
ポーランド，チェコ，スロバキア，ハン
ガリー，ルーマニア，ブルガリア，旧ユ
ーゴスラビアの諸国家，アルバニア

西欧

フィンランド，スウェーデン，ノルウェ
ー，アイスランド，ドイツ（西独ならび
に統一ドイツ），ベネルクス諸国，フラ
ンス，イギリス，スペイン，ポルトガル，
イタリア，マルタ，バチカン，ギリシャ
など

中近東
イラン，イラク，シリア，ヨルダン，レ
バノン，イスラエル，トルコ，キプロス，
アラビア半島の諸国家，エジプト

アフリカ
エジプトをのぞくアフリカ大陸の諸国
家・自治領

北米 米国，カナダ

中南米
メキシコ以南の諸国家，カリブ海島嶼部
の諸国家・自治領
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もちろんガイドブックに記載される地域名と実

際に本文中で扱われる地域とが一致しない場合も

ある．たとえば，香港を扱うガイドブックで，タ

イトル上に記載されなくともマカオや中国の深g

が紹介されているものは珍しくない．こうしたこ

とは目次を見なくては分からない．同様のことは，

シンガポールのガイドブックにおけるマレーシア

（ジョホール・バル），フランスのそれにおけるモ

ナコ公国などにも言えよう．これらの場合でも，

本稿では基本的に記載地名だけにしたがっている．

また，現存しない国家は，その地域に現在存在

している国家として数えている．たとえば「ソ連」

は「ロシア」をはじめとするかつてのソ連領にあ

る地域の国家として，「チェコスロバキア」は

「チェコ」と「スロバキア」にそれぞれ分けてカ

ウントしている．

ただし，「ヨーロッパ」や「東南アジア」，「カ

リブ海」などのように，国家レベルより大きなま

とまりの地域名しか記載がなく，そこに含まれる

国々が判断できない場合は，それぞれの地域名を

国家レベルの一範疇にした．

最後に，本稿で用いるこうした地理分類があく

までも便宜的なものであることを断わっておきた

い．たとえば，東ティモールやスペイン領カナリ

ア諸島などは，記載地名としてOPACの情報に現
れない．こうした，本稿で言う「大陸」の周辺に

位置する地域が厳密にどの「大陸」に加わるのか

については考慮に入れていないということで

ある．

Ⅲ 旅行ガイドブックとデスティネーション
の考察

1）旅行ガイドブックの概要

本章では，前章で説明した調査を元に分析を試

みたい．まず，全体の概要についてである．表 4
は，1964年から 2008年までの間に出版された旅
行ガイドブック全 6906点の中で，記載名として
頻繁に名が挙がる地域を国家別に整理し，そのう

ち上位 30地域を示したものである．後述するよ
うに，米国やハワイ，中国，フランス，イタリア

をはじめとする上位の国々は 90年代以降の国別

ランキングでも高い順位を占め，ガイドブックの

世界の中で高い人気を誇るデスティネーションで

有り続けている．「複数率」は，複数の地域を扱

うガイドブックの数が各総数の中で占めている割

合である．この率については後で再び取り上

げる．

ガイドブックの出版全体の推移を年次ごとに見

てみよう（表 5・図 1）．ガイドブックの出版点
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表4 1964 年から 2008 年までの間に記載地となった
国家と複数率

注）「複数率」は，複数の地域を扱うガイドブックの数が
各合計の中で占めている割合を指す．

国名 計 複数率

1 米国 703 4.4％
2 ハワイ 507 4.9％
3 中国 392 9.2％
4 フランス 354 4.5％
5 イタリア 331 7.3％
6 韓国 316 2.5％
7 イギリス 295 6.1％
8 香港 278 52.5％
9 タイ 254 14.6％
10 オーストラリア 241 11.6％
11 “ヨーロッパ” 230 ―

12 台湾 213 4.2％
13 グアム 209 60.8％
14 ドイツ 197 13.7％
15 シンガポール 184 29.3％
16 インドネシア 184 9.8％
17 カナダ 173 9.2％
18 サイパン 164 74.4％
19 スペイン 161 26.7％
20 スイス 142 26.8％
21 マレーシア 134 53.0％
22 オーストリア 125 43.2％
23 マカオ 117 96.6％
24 ニュージーランド 109 22.0％
25 ベトナム 96 30.2％
26 オランダ 89 85.4％
27 トルコ 88 22.7％
28 ベルギー 87 81.6％
29 インド 85 24.7％

30 フィリピン 75 6.7％
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数は増減を示しつつも，右肩上がりで増加してき

たことが分かる．また，2000年代の初めがピー
クとなった以降は，それを超えることなく増減を

繰り返してきている．こうした推移は，ガイドブ

ックの出版点数だけではなく，各年に刊行されて

いたシリーズ件数についても言える．

上位を占める国々の顔ぶれや，持続的な増加か

ら停滞傾向へという変化は，日本人の海外旅行者

数の推移とも一致する．そうしてみると，ガイド

ブックの出版と海外旅行の間に，何らかの相関関

係があると考えたくなる．このことについては後

でさらに考察を加えることにして，ここでは，持

続的な増加から停滞傾向へという変化が，旅行ガ

イドブックに限らない書籍全体における新刊点数

の推移にも当てはまることを指摘しておきたい．

書籍全体における新刊点数は，1999年と 2008年
に減少するほかは，一貫して増加し続け，しかも，

近年停滞傾向にある．ガイドブックの出版点数の

変化は，こうしたより大きな経済の動向も含めて

考察されるべきであることを指摘しておきたい．

次に，シリーズの刊行年数を見てみよう（表 6）．
ここでいう「刊行年数」とは，表 1の「調査対象
の出版期間」を元にしている．刊行年数は 2 年の
ものが多い．それに単年のものが続く．そして 4
年以下のものだけで 112件に達し，全 212件の半
分を超えている．たしかに，ダイヤモンド・ビッ

グ社の「地球の歩き方」や実業之日本社の「ブル

ーガイド海外版」，「ブルーガイド情報版」のよう

に，開始から 20年以上の歴史を持つシリーズも
存在するが，総体的に見て刊行年数は短い．

出版社の構成についてはどうであろうか．各出

版社を系列ごとにまとめてみると，出版点数全体

の半数近くをダイヤモンド・ビッグ社（ダイヤモ

ンド社を含む）と JTB（日本交通公社，日本交通
公社出版事業局を含む）のものが占めていること

が分かる（表 7）．その一方で，出版点数が割合
にして 1％に満たない出版社は全体の 17.4％に
なる．それを 1％台までとして計算すると，その
割合は 24.4％にまで達する．
前述のように，ダイヤモンド・ビッグ社や JTB，

また実業之日本社や昭文社は，出版点数のみなら

ず，出版継続年数が長いシリーズも持つ．ガイド
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表5 旅行ガイドブック出版点数の推移

データ：「書籍一般の出版点数」は『出版指標年報』（全国出版
協会出版科学研究所，2009）を，「日本人海外旅行者
数」については『JTB Report』（ツーリズム・マーケテ
ィング研究所，2009）を元に作成している．

注）書籍一般の出版点数が 1995年に増加しているのは，同年
から新刊点数の収録範囲が改訂されたためである．

旅行ガイド
ブック
出版点数

書籍一般の
新刊点数

（単位：千点）

日本人海外
旅行者数

（単位：千人）
1964 8 13.9 128
1965 9 14.7 159
1966 6 15.8 212
1967 3 17.4 268
1968 17 17.6 344
1969 21 18.4 493
1970 22 19.2 663
1971 51 19.5 961
1972 31 20.7 1392
1973 23 20.1 2289
1974 12 19.9 2336
1975 15 22.4 2466
1976 57 24.1 2853
1977 39 25.8 3151
1978 16 27.1 3525
1979 60 27.1 4038
1980 56 27.7 3909
1981 66 29.2 4006
1982 88 31.5 4086
1983 67 33.6 4232
1984 50 35.8 4659
1985 66 35.9 4948
1986 81 35.7 5516
1987 114 36.3 6829
1988 116 37.0 8427
1989 124 38.0 9663
1990 181 38.6 10997
1991 195 39.9 10634
1992 239 42.2 11791
1993 190 45.7 11934
1994 165 48.8 13579
1995 236 61.3 15298
1996 241 63.0 16695
1997 289 65.4 16803
1998 314 65.5 15806
1999 302 65.0 16358
2000 330 67.5 17819
2001 368 69.0 16216
2002 375 72.0 16523
2003 406 72.6 13296
2004 357 74.5 16831
2005 352 76.5 17404
2006 366 77.7 17535
2007 397 77.4 17295
2008 387 76.3 15987
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図1 旅行ガイドブック出版点数の推移

注）「その他」は出版点数の割合が全体の 1％未満の計 72
社を指す．

表6 シリーズの刊行年数 表7 出版社系列別に見た出版点数

年数 シリーズ件数

21～ 3
15～ 20 8

14 3
13 1
12 9
11 5
10 10
9 9
8 8
7 10
6 16
5 18
4 22
3 25
2 34

1 31

系列名 出版点数 割合

ダイヤモンド・ビッグ社 1993 28.9％
JTB 1154 16.7％
昭文社 517 7.5％ b
実業之日本社 368 5.3％
日地出版 305 4.4％
近畿日本 T 282 4.1％
日経 256 3.7％
成美堂出版 209 3.0％
ワールドフォトプレス 162 2.3％
朝日新聞社 103 1.5％
三修社 96 1.4％
山と溪谷社 93 1.3％
ユーロプレス 86 1.2％
JAL 82 1.2％
その他 1200 17.4％
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ブックを多数かつ継続的に出版してきているこれ

らの出版社が占める割合が果して高いのか低いの

かという判断は，容易に下すことはできない．し

かしながら，大手の“ガイドブックメジャー”が

存在する一方で，それと同時に，その他多くの出

版社によって数年で終わるガイドブックシリーズ

が多数出版されるというイメージは，ガイドブッ

クの出版状況を把握するうえで重要であろう．

2）デスティネーションの構成要素

つづいて，どのような単位が旅行ガイドブック

のデスティネーションになるのかについて考えて

みたい．表 3で示したように，本稿では大陸と国
家からなる分類体系を用いて記載地の整理を試み

ている．ここで国家という枠組みを所与のものと

して扱っていることは否定しようがない．それに

対する批判もあろう．しかしながら，本稿がそう

した立場を取るのは，現に旅行ガイドブックのデ

スティネーションが国家自体か国内のいずれかの

地域（地方区分や都市など）であることが多いと

分かったからである．多くのガイドブックにおい

てデスティネーションは国家という枠の中で完結

している．いいかえればそれは，ガイドブック上

の地理が（「も」と言うべきか）国家に大きく規

定されているということである．

本稿では，ガイドブックのデスティネーション

の構成要素を明らかにするために，デスティネー

ションとして記載される地名を国家内レベルのも

のと国家間レベルのものとに分けてみた．前者に

は，国家の名前自体が記載地になっているものや，

都市や「……国の西海岸」など，国家の内部の地

域がデスティネーションとして挙げられているも

のが含まれる．

一方後者の国家間レベルとは，記載地名が単一

の国家に収まらないものである．もっとも分かり

やすい例は，「ワールド・トラベル・ブック」シ

リーズの『タイ・ビルマの旅』（ワールドフォト

プレス，1985）のように，その記載地名が複数の
国家名から成っているものである．また，「ブル

ーガイド・ワールド」シリーズの『ロンドン・パ

リ・ローマ』（実業之日本社，1994）のように，
いくつかの国家の有名都市で構成されているもの

も含まれる．さらには，「JTBのポケットガイド」
シリーズの『南米』（日本公通公社出版事業局，

1997）のように，たとえ記載地名が個々の国家の
組み合わせではないとしても，事実上複数の国家

を含んでいるものである場合，そうしたガイドブ

ックも国家間レベルとして数えている．

なお，前章でも強調したように，ここでは個々

のガイドブックが実際に扱う内容ではなく，基本

的にあくまでも記載された地域にしたがっている

ことを再度強調しておきたい．

また，ハワイやグアム，サイパン，香港，マカ

オなどは，表 3で示したように，単独で数えるの
が妥当な地域として，ここでは便宜的に国家とし

て扱っている．したがって，香港とマカオを同時

に取り上げるガイドブックは，国家間レベルのも

のに含まれることになる．

このような分類を行い，その推移を示したのが，

図 2である．この図からは，1970年代までは両
者に大差が見られないものの，1980年代とくに
その後半から国家内レベルのものが急増していっ

たことが分かる．2008年には，国家内レベルの
ものが 334点に対して国家間レベルのものが 53
点というように，両者の間にはほぼ 6倍の差が生
まれるに至っている．また，1964年から 2008年
までの累計でいえば，国家内レベルのものが

5449点で 78.9％，国家間レベルのものが 1457点
で 21.1％という違いになる．このように，デス
ティネーションが国家内に収まるか，あるいは一

つの国家を超えた広がりとなっているのかでは，

前者が優っている．

こうした国家内レベルという範疇に含まれる記

載地名は，さらに国家そのもの，国家と国内の組

合せ，国内のいずれかの地域（都市など），とい

う三つの類型に分けることができる．第二の“国

家と国内”という組み合わせは，たとえば「ワー

ルドガイド」の『ウィーン・オーストリア．2002–
2003』（JTB，2002）や，「ひとりで行ける世界の
本」シリーズの『バリ島・インドネシア 120パー
セントガイド』（日地出版，1991）など，記載地
名が，ある地域の名称とそれを含む国家自体の名

称から構成されているものである．

以上三類型の構成を示したのが図 3である．こ
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こからは，第一に上記のような“国家と国内”の

組合せが常に少数であったこと，また，1980年
代以降徐々に“国内”の数が増してきているとい

うことが分かる．この変化は，ガイドブックのデ

スティネーションが国家という単位から，徐々に

それより小さい地域に細分化していく過程と言い

換えてもよかろう．

こうした細分化からは，1990年代に入り「日
本人の海外旅行が成熟段階へ移行した」（国際観

光振興機構，2007： 70）という指摘が思い出さ
れる．海外旅行経験者は増大し続け，かつ繰り返

し海外旅行するリピーターの存在が珍しくないも

のになっていった 10）．この展開に呼応する形で，

旅行者の好みが徐々に細かくなっていったと解釈

できる．ガイドブックの記載地類型における細分

化は，後述する多様化とともに，海外旅行の「成

熟化」と相関しているところが大きいと思われる．

さらに，細分化傾向は，国家間レベルの記載の

割合が減少傾向にあるということにも表れてい

る．図 4は，国家間レベルのガイドブックの出版
点数と，全ガイドブックに対するその割合を示し

たものである．同出版点数については増加の波を

見出すことが可能であるが，その割合は 1964年
の 88％から，1985年の 38％，2000年の 18％，
2008年の 14％までというように，明らかに減少
していることが分かる．

国家間レベルの記載の減少という変化をよく表

しているのが，“ヨーロッパ”そのものが記載地
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図2 記載地類型別に見た出版点数の推移

図3 記載地が国家内レベルのものの推移
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になるガイドブックの減少傾向であろう．西ヨー

ロッパの国々を一冊でカバーするこのタイプのガ

イドブックは，当初は人気のあるガイドブックで

あった．1964年の 1点から徐々に増加して，
1992年には 19点にまで達している．しかしその
後は減少し続け，2008年はわずか 2点を数える
のみにまでなっている．フランスやイタリアを筆

頭に，西ヨーロッパ各国は今日でも人気度の高い

デスティネーションであるが，もはや西ヨーロッ

パ全体を一冊で取り扱うガイドブックは稀少なも

のになっているのである 11）．

一方で複数の大陸を扱うガイドブックの点数に

ついては，1980年前後と 1990年代後半以降とい
う二つの期間における増加が顕著である 12）．各

変化には，それぞれ時代背景に応じた傾向が見受

けられる．まず前者では，ヒッピーもしくはバッ

クパッカー的な長期の個人旅行を志向するガイド

ブックの存在が目立つ．たとえば，「あむかす・

旅のメモ」シリーズの『アフガン～イランバス旅

行』（あむかす事務局，1980）や「地球の歩き方」
シリーズの『アメリカ・カナダ・メキシコ 1982
～ 1983年版』（ダイヤモンド・ビッグ社，1982）
である．また，1980年前後という時代は海外渡
航自由化以降から 15年ほど経過していたとして
も，いまだ日本人の海外旅行者数が 400万人を前
後していた時代である．「朝日旅の百科」シリー

ズの『フィリピン/ラオス/カンボジア/マカオ/ベ
トナム/香港』（朝日新聞社，1982）など，海外出
張で日系企業の取引先を飛び回るといったケース

以外はあまり実用性を感じさせないガイドブック

もいくつか出版されている．

後者の 1990年代後半以降の増加は，新たな旅
行テーマの出現によるところが大きい．たとえば

「世界遺産を旅する」（近畿日本ツーリスト）のよ

うな世界遺産専門シリーズの存在である．また，

「クレアドゥエトラベラー」シリーズの『アイラ

ンド・リゾートの休日』（文藝春秋，2002）のよ
うに，地域横断的にリゾートを扱うものも増加し

ている．ただし，「ワールドガイド街物語」の

『ウィーン・プラハ・ブダペスト』（JTB，2001）
ように，本稿で用いる分類（ウィーンが“西欧”

でプラハとブタペストが“東欧”）によって「複

数の大陸を扱う」という解釈になってしまうもの

も含まれていることも付け加えておきたい．

最後に，こうした国家間レベルに該当するガイ

ドブックが，どの地域に多く含まれるのかについ

て述べたい．図 5は表 4の複数率（各地域を扱う
ガイドブック点数の中で，それ以外の地域も一緒

に扱うものが占めている割合）をグラフ化したも

のである．また表 8には，出版点数の割合が一定
数（50点）を超える国家の中で複数率が高い上
位 20地域をまとめている．これらの図表からは，
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図4 国家間レベルのガイドブック出版点数の推移
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複数率の違いについて，いくつかの傾向があるこ

とが分かる．第一が，周遊しやすい環境にある地

域に複数率が高いという傾向である．たとえば，

香港とマカオ，シンガポールとマレーシア，ベネ

ルクス三国，ベトナムとカンボジア，オーストリ

アとハンガリーもしくはチェコに見られるよう

に，隣接しているという地理的条件や，航路があ

ったり鉄道網で密接に結ばれているといった交通

条件が複数率の高さに影響していることが伺える．

“ヨーロッパ”を扱うガイドブックでは，フラ

ンス，イタリア，イギリス，ドイツ，スペイン，

スイスなどの国々が含まれることが普通なことを

考慮に入れると，これらの国々の複数率も本来な

らば高い値を示すと考えるのが理にかなってい

る．しかしながらいずれにしても，これら西ヨー

ロッパの国々が，頻繁に企画されるパックツアー

や各種鉄道パスを用いた長期旅行に見られるよう

に，周遊しやすい環境にあることに変わりは

ない．

第二が，著名な観光地が隣接している地域に複

数率が高いという傾向である．この傾向は，たと

えば，香港に対するマカオの位置づけ，アンコー

ルワットのあるカンボジアとベトナムの関係，さ

らに，パリやミラノなど人気のある観光地域が散

在する“ヨーロッパ”という具合に，第一で挙げ
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図5 出版点数が上位の国々における複数率の割合

表8 出版点数の累計が50を超える国家の複数率

国　名 複数率

1 マカオ 96.6％
2 チェコ 89.1％
3 オランダ 85.4％
4 ベルギー 81.6％
5 サイパン 74.4％
6 カンボジア 64.7％
7 ハンガリー 61.5％
8 ポルトガル 61.2％
9 グアム 60.8％
10 マレーシア 53.0％
11 香港 52.5％
12 メキシコ 51.6％
13 オーストリア 43.2％
14 エジプト 31.4％
15 ベトナム 30.2％
16 シンガポール 29.3％
17 スイス 26.8％
18 スペイン 26.7％
19 インド 24.7％

20 ギリシャ 23.5％
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た国々のいくつかにも当てはめることが可能で

ある．

最後が，出版点数が少ない地域に複数率が高い

という傾向である．この傾向は図 5に明確に現れ
ている．記載地として挙げられることが多いメジ

ャーな地域は，他地域と一緒ではなく単独でガイ

ドブック化されることが多い．逆に，比較的人気

のない地域となると，他地域とともに扱われるこ

とになる．これは出版社にとって，人気のない一

地域だけで一冊のガイドブックを刊行するメリッ

トが少ないことに起因するものと考えられる．つ

まり，マイナーな地域のガイドブックは，他のメ

ジャーな地域か，あるいは複数のマイナーな地域

との“抱き合わせ”で出版されるのである．

3）大陸別・国家別に見た推移

では，具体的にどのような地域が多く取り上げ

られてきたのであろうか．表 9は，1965年から
2008年まで頻繁に取り上げられた上位 10地域を
5年ごとに示したものである．1965年では，ガイ
ドブックの数も計 9点と少なく，記載地名に挙が
る地域も 15にとどまっている．さらにこの 15地
域の中で複数回取り上げられたところはなく，順

位に分けるのは不可能である．その一方で，43
年後の 2008年に出版されたガイドブックは 387
点に達し，1964年の総数と同じ 15地域で上位十
位がすでに構成されている．

以下では，こうした大陸別・国家別という観点

にもとづく考察から現時点で明らかになったいく

つかの傾向を指摘しておきたい．第一がガイドブ

ックに取り上げられる地域の多様化である．上述

のように，1965に年記載された地名は 15地域の
みであり，ランク分けが不可能であった．その後

2000年代には第 1位の国家の点数は 30点台にま
で増加し，記載された地域の合計数は，2008年
には 89地域に達している．多様化という傾向は，
先に述べた，デスティネーションが国家内の地域

に細分化しつつあるという傾向とともに，旅行者

の志向の変質と対応するものとして解釈すること

ができよう．

第二の傾向が，人気のあるデスティネーション

の固定化である．すでにふれたように，ガイドブ

ックで取り上げられる数において上位に位置する

国々，すなわち米国，ハワイ，中国，韓国，フラ

ンス，イタリア，オーストラリア，グアム，さら

にはイギリスや台湾といった国々の顔ぶれは，90
年代以降お馴染みのものになってきている．また，

これらの国々は，表 4で示した累計における上位
の国々とも重複している．90年代以降，出版点
数の増加が 80年代よりも著しいために，その蓄
積が累計にそのまま反映されているのであろう．

第三が，地域間格差の拡大である．11大陸の
うち西欧，東アジア，オセアニア，東南アジア，

北米の 5地域で全ガイドブック数の 9割を超え
る．そして，これらの 5大陸とその他の 6大陸の
差は，近年前者が横ばいもしくは若干の減少の傾

向を示すまでは，広がり続ける一方であった

（図 6）．
似たような格差は，大陸内の国家間にも見出す

ことができる場合もある．たとえば西欧では，

1980年代からフランス，イタリア，イギリスが
優勢であったが，1990年代から徐々に他の第二
集団の国々（オーストリア・スイス・スペイン・

ドイツ）との距離が開き始め，2000年代に入っ
てからは二分化が明瞭になってきている（図 7）．
第四が，日本人海外旅行者数との共通点である．

上述の，ガイドブックの出版点数で上位に位置す

るデスティネーションは，いずれも海外旅行者数

のランキングにおいても上位に入る地域である

（一例として表 10で 2007年の国別日本人海外旅
行者数を示している）．このことからはガイドブ

ックのデスティネーションと旅行者のそれがある

程度相関関係にあることが分かる．

また，海外旅行者数とガイドブックの出版点数

が似たような推移をたどる例もある．たとえばタ

イやベトナム，シンガポールである（図 8）．タ
イとベトナムを扱うガイドブックの出版点数と両

地域への海外旅行者数は細かい点で一致はしない

が，それぞれの国についてこれら二つの数値は，

明らかに増加傾向を示している．

それと対照的なのが，シンガポールである．シ

ンガポールを取り上げるガイドブック点数は，

1968年に記載地として初登場して以来，数年ご
とのサイクルを示しつつ増加してきた．1990年
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代は，1992年に 13件で第 4位，1994年には 9点
で第 3位となったことが示すように，上位の常連
であった．けれども，98年に激減してからは 10
点を超えることはなく，上位十位に入ることすら

ない．この推移は，1996年をピークに減少し続
けているシンガポールへの日本人海外旅行者数の

それと似ている（国際観光振興機構，2006：
278）．
第五は，第四とは逆に日本人海外旅行者数の変

化との違いに関するものである．海外旅行者数は

湾岸戦争や SARS，同時多発テロなど，旅行地の
治安を悪化させたり衛生面での危惧を増大させる

など，旅行意欲を削ぐ出来事の影響を受けやすい．

けれどもガイドブックの出版点数の推移について

は，こうした特定の地域で突発的に生じる出来事

の影響を見つけることは容易ではない．

1991年の湾岸戦争を例に取ってみよう．この
年は，1980年の第二次オイルショック以来初め
て日本人海外旅行者数が前年実績を下回った年と

して知られている．デスティネーション別に言え

ば，オーストラリアや中国をのぞいて，ほとんど

の国への旅行者数が減少したといわれている（ツ

ーリズム・マーケティング研究所，1992 ： 11）．
けれども，ガイドブックの出版点数では，こうし
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図6 大陸別に見たガイドブック出版点数の推移

図7 西欧主要国に関するガイドブック出版点数の推移
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た変化は見られない．オーストラリアと中国を扱

うガイドブックの出版点数は，1990年から 1993
年まで前者が 9，8，10，8，後者が 5，7，6，11
というように，関連性を見出すのが困難なものと

なっている．

また，2003年の SARSにも同様のことが言え
る．SARSによって中国，香港，台湾，韓国など，
東アジアを中心に旅行者数が大きく減少したと報

告されているが（ツーリズム・マーケティング研

究所，2004： 9），ガイドブックの出版点数に関
して言うと，東アジア向けのものはすでに見たよ

うにむしろ増加しているのである．この増加は，

近年の“安・近・短”志向と関連付けることがで

きると思われる．

1993年から翌 94年にかけてガイドブック出版
点数が大きく減少したことについて，そこに湾岸

戦争の直接的な影響を見出すには無理があるとし

ても，ガイドブックを出版する準備段階も含めて

考えると，海外旅行全般に対する手控え傾向が数

年遅れで現れたと解釈することも可能である．た

だし，この「手控え傾向」には，バブル経済の崩

壊が引き起こした不況も影響していると考えるの

が妥当であろう．

このように増減の因果関係を明らかにするに

は，旅行先で生じる出来事だけではなく，日本社

会の社会経済状況，「韓流」などのブーム 13），旅

行先国が実施するキャンペーンなどの関連も見る

必要があろう．さらに，たとえば冷戦構造の破綻

と経済改革が中国やベトナムへの旅行を可能にし

たことが示すように，当該国家の政治経済状況や

日本の友好関係の構築の如何から，航空路線の拡

大・縮小，ビザ取得義務の有無までに至る，多様
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図8 シンガポール，タイ，ベトナムへの日本人海外旅行者数と各ガイドブック出版点数

データ：『JTB Report』（ツーリズム・マーケテ
ィング研究所，2008）を元に作成．

表10 日本人海外旅行者の主な訪問国
（2007，単位：千人）

1 中国 3977
2 米国 3531
3 イタリア 2882
4 韓国 2236
5 香港 1324
6 ハワイ 1296
7 タイ 1278
8 ドイツ 1194
9 台湾 1171
10 グアム 932
11 フランス 657
12 シンガポール 595
13 オーストラリア 573
14 スイス 555
15 ベトナム 411
16 フィリピン 395
17 マレーシア 368
18 スペイン 365
19 カナダ 330
20 イギリス 309
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な要素が関係しているものと思われる．

ガイドブック全体だけではなく各地域向けのも

のの推移についての詳しい分析は今後の課題とし

たいが，ここでは，戦争やテロ，疫病などの海外

で突発的に生じる出来事にガイドブックの出版状

況が大きく左右されることはないという点だけを

強調しておきたい．

Ⅳ 結論

本稿は，海外旅行ガイドブックというメディア

の中でどのような「海外」がどのように生産され

てきたのかについて論じることを目的に，ガイド

ブックのデスティネーションの分析を進めて

きた．

まず，旅行ガイドブックを紀行と対比させつつ，

旅行ガイドブックが実際的な情報を不特定多数の

人々に対して包括的・汎用的に提供するレファレ

ンス的書籍であること，また，シリーズ的なもの

が多く，有名な人物が著者になることが少ないこ

とや，図書館に保存されることが少ないことを指

摘した．

つづいて，1964年から 2008年までに出版され
たシリーズ物のガイドブックに焦点を当てたうえ

で，さらにいくつかの基準に照らして調査対象を

212シリーズ，計 6906点にまで限定した．次に，
国立国会図書館の蔵書検索サイトを用いて，これ

らの調査対象の中でデスティネーションとして挙

げられている記載地を記録していった．以上が調

査の概要である．

その結果明らかになったことを，ガイドブック

全出版点数の概要，デスティネーションの構成要

素，そして具体的な地域としてのデスティネーシ

ョンの推移という三つに分けて述べた．第一の全

体の概要としては，ガイドブックの出版点数が

1964年から持続的に増加してきたが，近年停滞
傾向にあること，また，ガイドブック出版におけ

る大手がいくつか存在する一方で，多数の出版社

によって数年で終了するシリーズが多数刊行され

てきたという事実である．

第二に，デスティネーションの構成要素として

は，国家という枠内が重要である．ガイドブック

には，一冊で複数の国家を同時に扱うものも珍し

くないが，デスティネーションが一国内で収まる

ものの方が多数を占めている．さらに，一国とい

っても，ある国家の名称自体が記載地名となるガ

イドブックよりも，都市や一地方など国内の地域

が記載されているものの割合が増加しつつある．

このように，デスティネーションは細分化する傾

向にある．

一方で，一冊のガイドブックで二つ以上の国が

扱われている場合，その国々が周遊旅行をしやす

い環境にあったり，著名な観光地とそうではない

観光地から記載地名が構成されていることが多

い．さらに，マイナーな地域が他の地域と“抱き

合わせ”的にガイドブック化されることも少なく

ない．

第三の，具体的な地域としてのデスティネーシ

ョンの推移については，以下の五点を指摘できる．

まず，ガイドブックに記載されたデスティネーシ

ョンの多様化と固定化という二つの変化である．

また，デスティネーションとして選ばれる地域の

間に格差が拡大している傾向も見られる．さらに，

米国や中国，ハワイなど，デスティネーションと

して頻繁に扱われるが，日本人海外旅行者数の多

い人気のある国々でもあることが多い．最後に，

戦争や疫病の流行が日本人海外旅行者数の減少の

要因となることがあるが，旅行ガイドブック数の

推移については，こうした突発的な事件からの影

響は認めにくいということも分かった．

本稿は，戦後日本社会における「海外旅行」の

全体像を捉える作業の中で基礎的な部分に位置付

けられる研究として，旅行ガイドブック一般につ

いての包括的な分析を試みた．こうした分析は，

ガイドブックをテクストとしてだけではなく，メ

ディアとしても分析するうえで，有益なものだと

いえよう．序論でも触れたように，こうした関心

を持つ研究には，個々の旅行ガイドブックを比較

研究する際の参照点となることや，アウトバウン

ド・ツーリズムの量や質を計るための新たなパー

スペクティブとなる可能性が期待できるのではな

かろうか．
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白坂蕃先生（現・帝京大学経済学部教授）にも感

謝の意を表したい．そもそも本稿は白坂先生退職

記念となった前号への投稿を希望していたもので

ある．けれども，私の怠惰さのために投稿を見送

ることになってしまい，そのことがずっと気がか

りであった．白坂先生の研究室で本稿のアイデア

を話したときに元気づけられ，参考になる文献・

資料を紹介してもらったことが忘れられない．そ

のときも美味しいコーヒーをいただいたのである

が，なぜか酔ったような感覚になったのは先生の

熱意からであろうか．先生のように，自身の好奇

心や関心に素直かつ忠実で居続けられるよう，私

も頑張りたいと思う．

注

1）本稿では「海外旅行」という用語の歴史的経緯につい
ては論じない．明治期の新聞紙上ですでに多用されて
いるこの言葉の歴史についての考察は今後の課題とし
たい．

2）たとえば，バックパッカー向けのガイドブックであれ
ば下川裕治による「アジア楽園マニュアル」や「好き
になっちゃった」などのシリーズが，また“おしゃれ”
な旅行についてであれば山下マヌーによる「お値打ち」
シリーズがこうしたものに該当すると思われる．

3）これらのガイドブックの歴史については，（中川，1979）
が詳しい．

4）たとえば『出版事典』（布川，1971）や『図書館情報学
ハンドブック』（図書館情報学ハンドブック編集委員会，
1993），『図書館情報学用語事典』（日本図書館情報学会
用語辞典編集委員会，2007）．

5）たとえば「ワールド・トラベル・ブック」シリーズの
『ロンドン・イギリスの旅』では改訂第 3版と同 4版が
納入されていない．また「世界を旅する人のイエロー
ガイド」シリーズについても，OPACで表示されない
ものが多数存在する．

6）より正確には，「児童図書・簡易整理資料・教科書・専
門資料室資料」→「簡易整理資料」→「家庭書・娯楽
書」→「スポーツ・娯楽」という区分になる．「国立国

会図書館分類表」の分類体系については，国立国会図
書館のウェブサイトで公開されている資料「児童図
書・簡易整理資料・教科書・専門資料室資料」
（http://www.ndl.go.jp/jp/library/data/y.pdf）を参照され
たい．

7）文中で言及する個々のガイドブックについては参考文
献の一覧に記載していない．本文中で個々の名称を挙
げる場合はシリーズ名も併記しているので，詳しくは
表 1を参照されたい．

8）一まとめとなる書籍群だとしても，それが終期を予定
して刊行される場合，シリーズではなく“セット”と
呼ぶこともできる（図書館情報学ハンドブック編集委
員会，1993；日本図書館情報学会用語辞典編集委員会，
2007）．それにならえば『外国旅行案内』は，一まとめ
完結のセットものとみなすことも可能である．「セット」
のような形式で出版されるガイドブックはそう多くは
ないので，この点にも同書の特殊さを垣間見ることが
できる．

9）したがって，本稿で用いる地理分類は，なんら筆者の
政治的考え方を反映したものではないことを断わって
おきたい．

10）ツーリズム・マーケティング研究所が毎年行う調査に
よれば，リピーターの数は 2003年と 2005年など前年
を若干下回ることがあるものの，増加し続けている
（ツーリズム・マーケティング研究所，2005： 52）．

11）ただし，“ヨーロッパ”を扱うガイドブックの数が減少
している一方で，1990年後半から“アジア”（東南ア
ジアを中心とする地域で，日本はそこに含まれないと
いう傾向を持つ）を主題とするガイドブックが増加し
ていることを考慮に入れると，本稿で言う細分化は単
なるデスティネーションが細かくなっていく過程であ
る以上に，もっと大きな地理分類の再編成の過程と推
測することもできよう．この問題については今後の課
題としたい．

12）1993年の増加は，新日本法規出版の「世界の旅と観光」
シリーズが一度に 3点刊行されたためである．

13）本稿では出版点数から「海外旅行」の在り様を探ろう
としてきたのだが，こうしたブームによってガイドブ
ックの出版点数に変化が現れない一方で，記載内容に
は大きな変化が生じるという可能性があることは注意
すべきであろう．

文　　献

（注 7で記したように，個々のガイドブックについては，併
記されたシリーズ名をもとに，以下の一覧ではなく，表 1
の「シリーズ一覧」を参照されたい．）

Bhattacharyya, D.P. (1997): “Mediating India: An analysis of a
guidebook”, Annals of Tourism Research, vol.24/2, pp.
371–389.
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